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第６章 地域別構想 

 

 地域別構想は，全体構想を受けて，主に市街地における地域の特色あるまちづくりを進

めるための基本的な考え方を示します。 

 

１．地域別構想の構成 

 

 地域別構想は，次のような内容で構成されています。 

・ 本市のまちづくりの基本的な考えである全体構想を踏まえています。 

・ 地域毎の現況データを掲載しました。 

・ 地域別構想は，当初計画の策定後に行なった地域別のワークショップ参加者

の意見をもとに充実させたほか，見直しにあわせて全体構想への反映と一部

の修正を行なっています。 
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構
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（盛南地域以外の全 14 地域） 

地域別構想 

（１）地域の現況 

①地域データ 

ⅰ）人口，世帯 

ⅲ）土地利用 

ⅳ）産業 

ⅱ）年齢階層別構成 

②市民意見 

ⅰ）地域の好きなところ 

ⅱ）地域の課題 

（２）まちづくりの方向性 

（３）まちづくりの目標と基本方針 

①目標 

②基本方針 

（渋民・好摩地域以外の全 13 地域） 

地域別アンケート調査 

 

地域別ワークショップ 
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２．地域区分 

地域別構想の地域区分は，次の考え方により，地域区分図に示す 15地域としました。 

 

１）地域区分の考え方 

・ 住区計画の基本となる小学校区程度の日常生活圏を考慮し，これらを合わせた中

学校区程度（最大で２中学校区）をコミュニティ単位として区分しました。 

・ 小学校区を合わせる場合，市のコミュニティ区分や，土地利用状況，道路等の地

形地物により，一体となる地域を設定しました。 

 

２）地域区分 

     地域区分図 

 

13）つなぎ地域 

12）飯岡・湯沢地域 11）乙部地域 

10）見前・永井地域 

９）盛南地域 ８）仙北地域 

７）みたけ・厨川地域 

６）青山地域 

５）中野地域 

４）山岸・加賀野地域 

３）松園地域 

２）上田地域 

１）中心地域 

14）渋民地域 

15）好摩地域 

都市計画区域 
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３．地域の資源・課題マップ，まちづくりの方針マップの見方 

 

１）地域の資源・課題マップ 

 アンケート調査，ワークショップの結果から地域の資源・課題を地図に示しまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）まちづくりの方針マップ 

 アンケート調査，ワークショップの結果や各種の方針を地図に示しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

図の凡例 

土地利用の方針 

図の凡例 

地域の範囲 
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４．地域別構想 

 

１）中心地域 
 

中心地域では，平成 16年 10月に河南地区で，平成 17年２月に河北地区でワーク 

ショップを行い，その結果から導き出したテーマにより平成 17 年７月に中心地区ワー

クショップを開催しました。それらのまとめと市民アンケート調査等をあわせて地域別

構想を策定しました。 

 

（１）地域の現況 

①地域データ 

ⅰ）まちなかでの居住が進む地域（人口・世帯） 

中心地域においては，人口は減少から横ばいに，世帯数は増加する傾向にあり

ます。本地域では，マンションの供給が活発に行なわれ，まちなかでの居住が進

んでいます。 

人口・世帯数の推移（20年間）　資料：都市計画基礎調査
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ⅱ）少子高齢化の傾向が見られる地域 

本地域の年少人口（０から 14歳）の割合は全市に比べて低く，生産年齢人口（15

から 64歳）の割合は同程度で，老齢人口（65歳以上）の割合が高くなっており，

少子高齢化の傾向が見られます。 

         

年齢階層別構成　資料：H18都市計画基礎調査
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年齢階層の推移　資料：都市計画基礎調査
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地域の土地利用構成と全地域との比較　　資料：H18都市計画基礎調査
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ⅲ）都市的土地利用が極めて高い地域（土地利用） 

中心地域の土地利用は，地域別構想の全地域における平均的な土地利用の構成

に比べ，住宅用地，商業用地，公共用地を中心に都市的土地利用の割合が極めて

高くなっています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                （地域の土地利用の割合が 1％未満のものは，表記を割愛しました。） 

 

 

ⅳ）商業・業務の集積が高い地域（産業） 

地域内の事業所数と従業者数，並びに商品販売額は，それぞれ全市におけるシ

ェアの約４割となっています。 

本地域の人口や世帯数に比べてそれらのシェアは高く，本市の商業の中心とな

っています。一方，製造品出荷額のシェアは３％程度と低くなっています。 

なお，産業関連指標の過去 5 年間の推移は，いずれも減少傾向にあります。 

 

H18/13
事業所数 6,263 事業所 88.2%
従業者数 55,645 人 86.6%
製造品出荷額 7,275 百万円 30.3%
商品販売額 562,202 百万円 82.9%
（参考　平成17年国勢調査）
人口 46,053 人
世帯数 23,087 世帯

41.6%

産業関連指標と対全市シェア
対全市シェア中心地域
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②市民意見 

ⅰ） 地区の好きなところ 

   中心地域の方が考える地区の良いところをアンケート調査，ワークショップの結果

からまとめると次のとおりとなります。 

身近な自然と城下町の風情が息づく生活利便性の高いまち 

河南地区 

５班 ●お祭りが盛ん 
●大慈清水，青龍水がある 

６班 ●中心部であり買い物が便利 
●街並みに風情がある                      

  

●街中で，身近に自然を感じられる 
●文化的，歴史的建造物が多い 

１班 

●盛岡城跡公園，中津川，北上川等の豊かな
自然がある 

●藩政時代からの歴史と旧町名が生きる街 

８班 

３班 ●静かな街並み 
●古き良き歴史，伝統が残っている 

７班 
●公共施設が多く利用に便利 
●活気のある街 

２班 

 

●官庁街に近く便利 
●大きい病院が近くに多く安心 

●朝市がある 
●むかしからの付合いが多く安心 

４班 

河北地区 

３班 

●住民のボランティア精神           
●開運橋からの景観 

（花壇，岩手山，城石垣等） 
●街路樹が美しい 

●生活に関する施設が揃っている 
●身近に自然を感じられる 
●楽しみなイベントや祭り，市が多くある 

１班 

２班 

 

●適当に田舎でホッとするまち 
●歩いて楽しい，景観，歴史，商店 
●住民の人情，盛岡弁 

中心部の自然豊かな街 今も残る城下町の風情 

 地域の恵み 

●岩手山，北上川，中津川 
●街中を流れる大人も子供も遊べる川 
●川の豊かな生態系（鮭の遡上，白鳥の飛来） 
●豊かな植生が多くある 
●周囲の山並み（南昌山，奥羽山系） 

●豊富な湧水，清水 
●城下町起源の静かな街並み 
●歴史を感じる祭り 
●随所で開かれる市 
 

歴史と伝統に育まれた街 

●藩政時代からの歴史が息づく街 
●城下町らしさを残す街中の小路 
●歴史を感じる旧町名 

（大慈寺町，鉈屋町，紺屋町） 

●歴史的建造物が多く残っている 
●岩手公園の石垣 
●社寺・仏閣群 
●歴史，伝統を後世に残そうとする心 

歴史，伝統 豊かな地域の資源 

●歩道の消雪装置，電線の地中化 
●人情が厚く，犯罪の少ない街 
●住民のボランティア精神が豊か 

利便性が高く安全な生活環境 

生活に便利な街  

●歩いていける公共施設，病院，商店 
●交通，バスの便が良い 
●町内が団結して行事に取り組んでいる 

人にやさしい街  

豊かな地域資源と歴史・伝統が織り成す盛岡の景観  

●雫石川などの河川敷の風景と野鳥や渡り鳥 
●新旧の調和が良い，都市景観 
●地名に歴史を感じる 

●買物や交通など利便性が高い 
●まちが静かで路地が楽しい 
●近所との人付き合いが良い               

４班 

５班 
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ⅱ） 地区の課題   

中心地域の方が考える地域の課題をアンケート調査，ワークショップの結果からまと

めると次のとおりとなります。 
 

●まちなかの不便な一方通行 
●朝夕の交通渋滞が激しい 
● 交通渋滞で環境負荷が高まる 
● 道路が狭く危険な箇所がある 
● 緊急車両が入らない路地裏が不安 
●自転車利用者のマナーが悪い 
● 冬期間に道路の幅が減少する 
●歩きやすい歩道の整備 
● 計画道路による地域の環境変化が不安 

生活環境の問題 

●除雪・排雪に困っている 
●ゴミ置場，ポイ捨てゴミの対策 
●河川敷の遊歩道，緑地，街路樹の整備 
● 堤防整備による防災強化 
● 街灯の不足で，道路が暗い 

開発等によるまちなみの変化 

●高層建築物の建設による景観問題 
●周囲の山並みが見えなくなっている 
●観光案内の整備不足 
●バリアフリーとユニバーサルデザインを 

都市環境と景観の変化 

●商店街の停滞 
●身近な商店が減っている 
●商店街の賑わいを取り戻したい 
●商店の高齢化，後継者不足 
●空き店舗対策 

商店街の低迷  

住民間交流の不足 

中心市街地の活性化 

●人のつながりが希薄になっている 
●高齢者所帯の増加 
● 町内会などの地域活動の低下 
● マンション建設による急速な地区人口の増加 
● 新旧住民間の交流不足 

コミュニティ 

住民のコミュニケーション不足 

円滑な交通と道路整備の促進 

交通問題  

河北地区 

３班 
●交通渋滞が多い 
● 道路の安全性が低い 
● 祭りの活性化で観光客を 

４班 
●道路拡幅によるまちの変化 
● 歩道がない主要道路・通学路 
● ゴミ捨て場の不足とマナー違反 

●マンション等の増加により近所付合
いの変化 

●拠点施設との交通連携不足 
●排気ガスなどによる大気の汚れ 

１班 

５班 
● 若者の参加が少ない 
●歴史ある街の発信不足 
● 老健施設，公民館が不足している 

２班 

 

● 空き店舗の増加，商業地区空洞化 
●車優先の除雪で歩きにくい 
●情報が少なく，観光客に不親切 

河南地区 

5 班 ●住民のコミュニケーション不足 
●身近な小さい商店が減っている 

６班 ●歩道の除雪が大変 
●観光案内板のケアが悪い 

７班 ●ゴミ問題（散乱対策） 
●歴史ある町名が消えている 

１班 ●高齢化が進み地域活動が低下 
●河川敷周辺の環境整備が不充分 

２班 

 

●朝夕の交通渋滞 
●高齢者対策としての施設不足 

３班 
●道路が狭い，暗い 
●商店街の停滞 

４班 ●計画道路による地域の環境変化が不安 
●防災上の堤防整備 

８班 
●マンションの乱立で景観が悪くなった 
●一方通行の道路が多い 

商業の振興と都市環境整備，住民間の交流で元気な中心市街地 
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ⅲ） 中心地区ワークショップの開催   

河南・河北地区のワークショップの結果から，「中心市街地の活性化」に向けた商業

振興や観光促進，居住環境の向上をめざしたまちづくりを推進するため，以下のテー

マを設定して，中心地区ワークショップを開催しました。 

 

 

 

 

 

 中心地域の方が考える地域の良いところ・課題をワークショップの結果からまとめると 

次のとおりとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交 通 コミュニティ 景 観 

１班 

２班 

３班 

４班 

５班 

６班 

７班 

８班 

○バスの便が良い 
○駐車場が多く，見つけやすい 
○中央通りは道が歩きやすい 
×停車車両が原因の交通渋滞 
×歩道の駐輪自転車 
×歩きにくい歩道がある 

○でんでんむし等の効果でバスが便利 
○歩道が整備されていて自転車や歩行
者が安心して通行できる 

○タクシーに安心して乗れる 
×交通渋滞でバスが定刻どおり走らな
い時がある 

×自転車利用者のマナーが良くない 
×歩道上の柱が歩行者にとって危ない 

○道路設備やサインが見やすい 
○交通弱者へ配慮した交通施策 
○地域の特徴を活かした道づくり 
×公共交通機関のサービスが悪い 
×道路計画が古い 
×交通弱者の視線での交通施策不足 

○市街地に溢れる自然環境 
○落ち着いた雰囲気のある街並み 
○街中からの岩手山眺望 
×建築物の色や高さ，新旧が雑然として
いて，統一感が希薄 

×道路にあふれる放置自転車 

○伝えたい街並みや歴史 
○後世に残したい自然環境 
○景観の市民意識が高い 
×マンション乱立で盛岡らしさが消失 
×大通り商店街の閉鎖商店は景観的に
問題 

○マンションによる人口増加 
○高い利便性，人にやさしい街 
○多くの課題を抱えていることがあえ 
て良いところ 

×新旧住民間のコミュニケーションの 
難しさ 

×商店街の空地化 

○個性的で賑わいがあり，生活利便性
が高い 

○歴史と自然から醸成された盛岡文化 
○コミュニティと文化の融合した街 
×盛岡人らしさが低下している 
×人の交流の減少，関係の希薄化 

○イベントに参加する積極的な商店街 
○地域の質の向上に積極的 
○市民活動に対する意欲が高い 
×新しいものを排除する心のバリア 
×公共施設が柔軟な対応ではない 
×コミュニティが空洞化している 

テ ー マ 別 中心地区のまとめ 

交 通 コミュニティ 景 観 

＜人が中心の道路環境整備＞ 
●交通弱者の視点に立ったバリアフリー
ユニバーサルデザインによる道づくり 

●安全で安心，歩いて楽しい道づくり（狭
い道幅の解消，歩道の拡充，照明の設置） 

●消雪，融雪設備の拡充，除雪の効率化 

＜交通渋滞の緩和＞ 
●効率的で利用しやすい公共交通政策の
拡充とサービスの向上 

●多く存在する駐車場の有効利用 
●道路空間の再構築 

＜バスと自転車が似合うまち＞ 
●バスや自転車の積極的な利用で環境負
荷の低減を 

●自転車の利用マナーの向上 
●駐輪場の設置，有効活用 

＜地域資源を活かした景観づくり＞ 
●岩手山と川が織り成す景観を大切に 
●城下町の名残や歴史的，伝統的建築物が 
醸し出す，落ち着いた街並み 

●身近な街中の緑が創出するやすらぎの
空間 

＜後世に残したい盛岡らしい景観＞ 
●景観法やガイドラインの運用 
●不調和な建築物の建設による景観への
弊害を解消 

●盛岡らしい景観創出に向けた，住民意識
や地域アイデンティティの醸成 

＜盛岡らしい都市景観の向上＞ 
●誇れる景観を観光面でもアピール 
●来訪者のためのシンボルサインの充実 
●街をきれいにして街の価値を上げる 

＜利便性の高い街に＞ 
●程よい街の大きさ 
●個性豊かな賑わいの演出 

＜商店街の役割を＞ 
●シャッター商店街，空き地化対策 
●イベントに積極的な商店街に 

＜コミュニケーションの希薄化＞ 
●新旧住民間のコミュニケーション 
に工夫をもつ 

●新しいものを排除する心のバリア 
 の解消 

＜盛岡人のこころの伝承＞ 
●地域の資源を大切にするこころ 
●ボランティア精神が豊か 
●住民の「盛岡人らしさ」の再認識 

「中心市街地の活性化をめざして」 

まちづくりと交通 まちづくりと景観 まちづくりとコミュニティ 
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地域の資源・課題マップ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）まちづくりの方向性 

 ワークショップ，アンケート調査等から，まちづくりの方向性を次のようにまとめます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

コミュニティ 

景  観 

交  通 

☆ 人にやさしい道づくり 
 ・交通弱者の視点からの道路整備（バリアフリー，ユニバーサルデザイン） 

 ・歩いて楽しい道路環境整備（歩行空間の確保，夜間照明，植栽の設置） 
 ・来訪者に優しい道路サインの充実（観光の推進） 
☆ 交通の円滑化にむけて 

 ・より良い公共交通の整備と市民の利用促進（サービスの向上） 
 ・バスや自転車が似合う街の創出  

☆ 盛岡の景観を後世に 
 ・雄大な自然と歴史・伝統に育まれた盛岡の景観の再認識 

 ・中心市街地活性化につながる都市景観の利用・活用 
 ・官民協働の景観づくり（景観に関する市民意識の醸成）  

☆ 利便性の高い生活環境の拡充 
 ・個性的で賑わいのある「まち」の活用で魅力ある都市環境づくり 

 ・地域住民のコミュニティを支える商店街の役割  
☆ 新旧，世代を越えたコミュニケーション 
 ・新旧住民の心のバリアフリー化  

 ・世代間交流による盛岡人らしさの再認識と意識の醸成 

盛岡の中心としての誇りを持ち，市民意識を高め，地域の質の向上を図る 

豊かな自然，歴史と伝統，景観，都市機能が融合した活力ある中心市街地 

元気な中心市街地をめざして，商業の振興・観光の促進・住環境の向上を 

盛岡城跡公園 
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（３）まちづくりの目標と基本方針 

①目標 

『都市の趣
おもむき

を大切にした 

元気で心豊かなまちづくり』 

～ 水と歴史が育み 人情と活気あふれる 中心地域 ～ 

②基本方針 

ⅰ）人にやさしく元気なまちづくり 

中心地域は官公庁や民間企業，商店街など商業業務機能が集約する地域で，歴史

と伝統が息づく個性的で賑わいのあるまちなみが形成されています。近年，商店街

の活力低下による商業活動の停滞傾向や，交通集中で生じる中心市街地の交通渋滞

により，時間的な経済損失や環境への負荷などが問題となっております。 

都市交通の円滑化を推進するため，効率的な交通網整備や適切な交通誘導を行う

とともに，公共交通や自転車の利便性の向上と利用促進によって自動車流入量の低

減を図り，交通混雑を緩和してバスや自転車が似合うまちづくりをめざします。 

また，歩行者が安心して快適に通行できる道路づくりのために，歩行空間の確保

とバリアフリーやユニバーサルデザインに努めます。あわせて，商店街の活性化や

観光資源を活かした道路整備などによって，歩いて楽しく元気な中心市街地をめざ

して，地域と一体となったまちづくりを推進して行きます。 

ⅱ）みんなで気づき，守り育てる盛岡の景観 

本地域はまちなかを流れる北上川や中津川，また，岩手山を代表とする周囲の山

並みなど多くの自然資源があります。そして，城下町の風情を残す歴史と伝統に育

まれた落ち着いたまちなみが残り，これらが織り成す景観は市民の大切な財産でも

あります。近年において，高層建築物の建設や不調和な広告物の設置などによって

従来からのまちなみに大きな変化がもたらされております。 

この大切な都市景観を守り育てて，後世に盛岡らしい景観を引き継ぐために，地

域の景観形成に関するより一層の意識の醸成に努めて，岩手山眺望の確保や建築形

態の規制など，まちの記憶を大切にした良好な都市景観の形成に向けた市民協働の

景観づくりを行うとともに，中心市街地の活性化につながる積極的な景観の活用を

図ります。 

ⅲ）さあ始めよう！ 身近なところのまちづくり 

本地域は歴史あるまちなみを形成してきた住居地区でもあり，古くからの近所付

合いが息づいております。しかし，地区住民の高齢化やライフスタイルの多様化，

さらに近年顕著なマンション建設によって，地区住民間のコミュニティが希薄にな

ったといわれております。 

まちなか居住の推進を図るとともに，地域の安心安全を支えるコミュニティの形

成をめざして，新旧住民や世代を越えた交流を促進するため，身近な自然環境や公

共施設，商店街を交流の場として充実を図り，皆が集える環境づくりを進めます。

また，来訪者にもやさしいまちづくりによって様々な交流を図りながら，この地に

住まい，この地を愛する心を育む，より良いまちづくりを推進します。 

 

 

 



 79 

 まちづくりの方針マップ 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

盛岡城跡公園 

河南地区ワークショップの様子 

 

シ 

 

 

 

 

景 

 

河北地区ワークショップの様子 中心地区ワークショップの様子 



 80 

２）上田地域 
 

上田地域では，平成 15 年 5 月と６月にワークショップを行い，市民意見アンケート

調査等とあわせて地域別構想を策定しました。 

 

（１）地域の現況 

①地域データ 

ⅰ）横ばいで推移する人口・世帯数（人口・世帯） 

上田地域における人口と世帯数は横ばいで推移しています。 

人口・世帯数の推移（20年間）　資料：都市計画基礎調査
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ⅱ）生産年齢人口の割合の高い地域 

上田地域の生産年齢人口の割合は全市と比べて高く，一方で年少人口は低くなっ

ています。 

年齢階層別構成　資料：H18都市計画基礎調査
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年齢階層の推移　資料：都市計画基礎調査
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ⅲ）都市的土地利用が高い地域（土地利用） 

上田地域の土地利用は，都市的土地利用の割合が７割を超え，なかでも全地域

に比べて住宅用地や公共用地の割合が高くなっていますが，交通用地と商業用地

はやや低くなっています。 

 

地域の土地利用構成と全地域との比較　　資料：H18都市計画基礎調査
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ⅳ）産業集積のやや低い地域（産業） 

地域内の事業所数の全市におけるシェアは７％程度，従業者数は６％程度とな

っています。 

製造品出荷額は１％未満，商品販売額は４％程度で，人口や世帯数に比べ，商

業・工業ともに産業の集積がやや低い地域となっています。 

なお，産業関連指標の過去 5 年間の推移は，いずれも減少傾向にあり，なかで

も商品販売額が減少しています。 

H18/13
事業所数 1,101 事業所 87.9%
従業者数 7,721 人 94.8%
製造品出荷額 965 百万円 61.1%
商品販売額 51,485 百万円 72.7%
（参考　平成17年国勢調査）
人口 37,055 人
世帯数 17,131 世帯

資料：H18都市計画基礎調査
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②市民意見  

ⅰ）地域の好きなところ 

上田地域の方が考える地域の良いところをアンケート調査，ワークショップの結

果からまとめると次のとおりとなります。 

 

１班 
１班 

便利で暮らしやすいまち 

 

○住むには一等地 

○歴史を感じるまち(上田茶屋，上田組町) 

○上田の宝「高松の池」 

○高校や大学，図書館などがある文教のまち 

(高松等) 

２班 

(緑が丘等) 

○高松の池，北山散策路，黒岩山，小鹿牧場 

○一里塚，奥街道 

○文教のまち 

○病院や買物の場があり高齢者にも安心 

３班 ○大きなお店や病院，図書館などがあって便利 

○学校が多い文教地区 

○歴史のある街道や神社，壬生義士伝 

○緑の回廊(高松の池～黒岩～大森山～小鹿牧場) 

(黒石野等) 

４班 

(上田等) 

○山や川，高松の池，巨木など自然がある 

○市街地に近く公共施設もありとても便利 

○電波文化の発祥地 

○地域の中心に岩大があり若者が多い 

( )は班員の主な居住地域 

便利で暮らしやすく，自然や歴史の豊かさを感じさせる文教のまち 

 

周囲の山々，岩手山の景観 

⚫中心部へのアクセス，バスの便がよい 

⚫国道４号，４６号があって便利 

⚫北の商業地で幹線道路を中心にデパート，スーパーが多い 

⚫袋小路が多く車がたくさん通らない（道路で遊べる） 

⚫きれいな公園がある 

⚫病院医院が多く安心 

⚫閑静な住宅地で精神面によい 

⚫人間関係が良い 

⚫子供が素直 

⚫いろいろな活動がある 

高齢者にも安心 

⚫奥街道 

⚫一里塚は地域コミュニテ

ィの中心的な役割 

⚫上田茶屋，上田組町 

⚫神社（高松神社・山神社・

八幡神社） 

⚫壬生義士伝の舞台 

⚫手掛の松がある 

⚫横川省三の像があった 

地域の宝「高松の池」 

歴史を感じるまち 

岩大を中心とした文教のまち 

地域のシンボル高松の池と美しい景観 

自然 

歴史 

⚫宮沢賢治も学んだ歴史のある岩手大学 

⚫若者が多く，留学生も住んでいる 

⚫高校や中学校，小学校，幼稚園 

⚫図書館や公民館，スポーツ施設 

 

⚫桜（桜百選），白鳥，カッコーの鳴声，カモシカが現れる 

⚫美術作品がある湖畔が良い 

⚫昔は水がきれいで泳げた 

文教 

⚫北山の散策路，鉢の皮～小鹿公園 

⚫黒岩山，大森山，湧水，北上川 

⚫黒石野付近から見る岩手山 

利便性が高く快適で住みやすいまち 

 

環境 

街道の歴史 

歴史めぐり 

競馬場跡地

の利用 
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ⅱ）地域の課題 

上田地域の方が考える地域の課題をアンケート調査，ワークショップの結果から

まとめると次のとおりとなります。 

 

１班 
１班 ○学生と住民のコミュニケーションが足りない 

○高松の池など自然の管理が行き届いていない 

○道路の渋滞や狭い路地 

○競馬場跡地の利用が見えない 

地域の宝「高松の池」が泣いている 

(高松等) 

２班 

(緑が丘等) 

○住宅地の道路が狭い，除雪が問題 

○歩道の段差，切り下げがあって歩きづらい 

○少子高齢化 

○住民のふれあいが不足，マナー低下 

３班 ○上田深沢線の渋滞，交通事故 

○住宅地の道路が狭くて入り組んでいる 

○バスの便が悪いところといい所の差がありすぎる 

○住宅の不統一感，商店の看板が景観を壊している 

(黒石野等) 

４班 

(上田等) 

○住宅地内の道路が狭く，冬は凍結で歩きにくい 

○鉄道，バスが使いづらい 

○上田の商店街に活気がない 

○学生との交流，地域の活動が少ない 

( )は班員の主な居住地域 

道路交通の課題や住環境対策に向けて，住民や学生の力を集めたまちづくり 

悩みの多い道路，交通を巡る問題 

道 

⚫花見の時の混雑 

⚫池の水質が心配 

⚫周囲の林が荒れてきている 

⚫野鳥が減ってきている 

自然 
 身近な住宅地内の道路が危ない

 
⚫住宅地が乱雑に開発され，道が狭くて複雑 

→わかりづらい，防災対策が心配 

⚫歩道が少ない 

⚫電柱が道路にはみ出している 

⚫側溝が古くなるとガタガタうるさい 

⚫通学路が危険，歩道に柵がほしい 

⚫抜け道に車が入ってきて危険 

⚫坂道がきつい，凍ると大変 

⚫歩道の段差，切り下げがあって歩きづらい 

 

 

 

鉄道，バスが活かされていない
 

⚫中心部以外へのバスが不便，路線がない 

⚫バスの本数が少ない 

⚫バスルートが行きは上田通り，帰りは一高前 

⚫バス停の時刻表の字が小さくて見えない 

⚫鉄道はダイヤが少なく使えない 

 

除雪対策が不十分
 

幹線道路もパンク状態
 

⚫４号，４６号が地域を分断 

⚫通勤時間帯や土日の渋滞 

⚫上田商店街の道路が狭い，バスが通るのに 

⚫バイパス横断の歩道信号が短い，年寄りには大変 

⚫除雪の仕方が悪く道路に山盛り 

⚫除雪に入ってこない道路がある 

⚫排雪の場所がない 

 

⚫アパート住民，学生の自治活動への参加が少ない 

⚫学生との交流が少ない 

⚫近所付き合い，連帯感が低下している 

⚫お祭りが少ない 

⚫ゴミ出しのマナーが悪い 

⚫自転車利用のマナーが悪い，右側通行や無灯火 

 
人 

コミュニティのつながりが薄らいでいる 

競馬場跡地の利

用が見えない 

⚫交番がない（緑が丘地区） 

⚫公園が小さい，子供たちの遊ぶ場所がない 

⚫市の施設が少ない（緑が丘，黒石野） 

⚫文教地区といわれながらも本屋が少ない 

こんな施設が不足している 

施設 

まちの環境が変容してきている 

⚫商店街が淋しくなってきている 

⚫少子化でアパート街の将来が不安 

⚫夜の岩大前通りは怖い（変な車が走る） 

⚫住宅の不統一感，商店の看板が景観を壊している 

 

まち 
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地域の資源・課題マップ 

 
 

 

 

上盛岡駅 
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（２）まちづくりの方向性 

ワークショップ，アンケート調査等の結果から，上田地域のまちづくりの方向性は次

のようにまとめられます。 

  

便利で暮らしやすく，自然や歴史の豊

かさを感じさせる文教のまち 

 

地域が抱える問題解決に向けて，住

民や学生の力を集めたまちづくり 

現状特性 課 題 現状と課題 

まちづくりの方向性 

高松の池 

☆ 地域の宝「高松の池」の魅力を高める 

・高松の池をきれいにして親水性を高め，蛍が飛ぶような環境づくり 

・高松の池の観光再発見，周辺の健康ゾーンづくり 

・四季を通じて楽しめる環境づくり 

 

 
緑と歴史 

まちの活性化 

☆ 緑のネットワークと歴史の回廊づくり 

・地域の歴史を紹介する案内板や文学碑の整備，市民ガイドの活用 

・裏道をつないだ回遊ルートや自然の散策路整備 

 

☆ 文教地区にふさわしい文化のまちづくり 

・文教施設の開放，住民と学校の交流 

・本に親しむ環境づくり（図書館と地域のネットワーク） 

☆ 地域の特色を活かし上田の再活性化をはかる 

・上田の商店街を元気にする（コンサートや夜市の開催） 

・競馬場跡地利用の提案（桜やカキツバタ，自転車道，築山など） 

 

☆ まちづくりの基本となる人を重視したみちをつくる 

・歩行者，自転車，車にも快適な道路づくり 

・渋滞対策（幹線道路の整備，主要交差点の改良，上田深沢線の時間

帯３車線の延長） 

・生活道路や歩道の点検と安全確保，バリアフリー化 

・バスを利用しやすくする（路線の多様化，運賃見直し) 

・除排雪の優先順位，地域と行政の役割を明確化 

 

みどり，歴史，教育環境を活かした活気あるまちづくり 

道路交通 

便利で暮らしやすいまち 

 

周囲の山々，岩手山の景観 

高齢者にも安心 

地域の宝「高松の池」 

歴史を感じるまち 
岩大を中心
とした文教
のまち 

地域のシンボル高松の池と美しい景観 

自然 

歴史 
文教 

競馬場跡 

地の利用 

街道の歴史 

歴史めぐり 

環境 

利便性が高く快適で住みやすいまち 

 自然 

悩みの多い道路，交通を巡る問題 

道 

身近な住宅地内の道路が危ない
 

鉄道，バスが活かされていない
 

除雪対策が不十分
 

幹線道路もパンク状態
 

競 馬 場 跡

地 の 利 用

が 見 え な

い 

こんな施設が不足している 施設 

まちの環境が変

容してきている 
まち 

人 

コミュニティのつながりが薄らいでいる 

地域の宝「高松の池」が泣いている 

文教 

上田に関連する人たちが交流を図り，出来ることからやっていく 
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（３）まちづくりの目標と基本方針 

①目標 

『歴史，緑，教育，人と街， 

みんなでつくろう住みよい上田』 
  

②基本方針 

ⅰ）上田の魅力を活かしたまちづくり 

上田地域は，中心市街地に隣接する住宅地域で，岩手大学をはじめ小中高など多

くの教育施設や図書館，体育館などが立地しています。また，地域のシンボルであ

る高松公園や桜並木は市民の誇りであり，北上川や黒石山・大森山など周辺の自然

とともに豊かな緑を演出しています。 

このような文化的な環境や恵まれた自然環境など，地域の魅力を守り活かしたま

ちづくりをすすめます。高松公園については，白鳥が飛来し，花が咲き，蛍が飛ぶ

ような，四季を通じて楽しめる，きれいな公園づくりとあわせ，市民の憩いの場や

観光拠点としての魅力を高めます。 

また，地域と学校との交流を深めながら，文教のまちにふさわしい文化活動，情

報発信などに取り組みます。 

 

ⅱ）知恵と工夫をこらしながら住みよい環境をつくる 

上田地域の特性をもとに，地域の課題解決に向けて知恵と工夫により，住みよい

環境整備に取り組みます。 

道路交通については，防災にも配慮しながら，幹線道路と住宅地域にふさわしい

生活道路の整備を進めるとともに，バスや山田線についてはみんなが利用しやすい

運行システムの工夫と活用により，渋滞の解消や中心地域へのアクセス性を高めま

す。 

また，高齢者や障がい者も含めすべての人が安心して暮らせるユニバーサルデザ

インを基本にした歩道の整備や，交通安全施設の整備，除雪対策などを進めます。 

さらに，住宅地と中心部を歩いて結ぶ裏道コース，丘陵や水辺，歴史資源などを

巡る緑の散策コースなど自転車や人が楽しく通り，まちの魅力を再発見できるよう

な道のネットワークづくりを図ります。 

地域の歴史的な遺産の活用と住民の福祉やふれあいを促進する拠点施設の整備を

進めることにより，皆が安心して生活でき，交流が高まる都市環境をめざします。 

 

ⅲ）活動の和を広げ，みんなが一体となってまちをつくる 

住民と行政の役割分担と協力のもと，地域が一体となったまちづくりを進めます。 

地域に暮らす住民や学生みんながまちを歩き，互いに会話を交わしながら，地域

の課題や将来に対する思いを共有するなど，できることから取り組むことにより，

まちづくりの活動の和を広げます。 

さらに，上田商店街や緑が丘地区を地域のにぎわい拠点として，商店街の方々と

住民や学生などの連携によるイベントやフリーマーケットを開催するなど，魅力あ

るコミュニティづくりをめざします。 
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まちづくりの方針マップ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

上田ワークショップの様子 
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松園地域では，平成 13 年 10 月と 11 月にワークショップを行い，市民アンケート調

査とあわせて地域別構想を策定しました。 

 

（１）地域の現況 

①地域データ 

ⅰ）横ばいに転じた人口・増加する世帯数（人口・世帯） 

松園地域の人口は増加から横ばいに転じましたが，世帯数はなお増加しています。 

人口・世帯数の推移（20年間）　資料：都市計画基礎調査
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ⅱ）少子高齢化が急速に進む若い地域 

松園地域の年少人口の割合は全市に比べて高く，また老齢人口は低いことから，

年齢構成は比較的若い地域です。地域のうち，当初に開発された松園ニュータウン

地区の状況を見ると，人口の減少とともに年少人口が減少，老齢人口も増加する傾

向にあり，地区の少子高齢化が急速に進みつつあります。 

年齢階層別構成　資料：H18都市計画基礎調査
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年齢階層の推移　資料：都市計画基礎調査
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松園ニュータウン地区の状況　資料：国勢調査
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３）松園地域 
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ⅲ）豊かな緑に囲まれた，住宅中心の土地利用（土地利用） 

松園地域の土地利用は，都市的土地利用が約６割で，住宅用地がその過半を占め，

交通用地の割合が比較的高い地域ですが，工業用地や商業用地の割合は低くなって

います。 

自然的土地利用においては，山林が占める割合が高く，田畑等は少ない地域です。 

本地域は，豊かな緑に囲まれた住環境が地域の特色となっています。  

 

地域の土地利用構成と全地域との比較　　資料：H18都市計画基礎調査
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ⅳ）産業集積の低い地域（産業） 

地域内の事業所数と従業者数の全市におけるシェアは１％程度，製造品出荷額や

商品販売額は１％未満となっています。 

本地域は，人口や世帯数のシェアが６％程度ですが，これに比べ産業集積の低い

地域です。 

なお，産業関連指標の過去 5 年間の推移は，製造品出荷額を除いて減少傾向にあ

り，なかでも商品販売額が減少しています。 

 

H18/13
事業所数 215 事業所 93.5%
従業者数 1,495 人 89.3%
製造品出荷額 880 百万円 229.1%
商品販売額 5,703 百万円 70.6%
（参考　平成17年国勢調査）
人口 18,941 人
世帯数 6,675 世帯

資料：H18都市計画基礎調査
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②市民意見 

ⅰ）地域の好きなところ 

松園地域の方が考える地域の良いところをアンケート調査，ワークショップの

結果からまとめると次のとおりとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○自然環境，景観が良い 

○生活環境が良い 

○近隣の人間関係が良い 

○緑が多い 

○道路が広い 

○自然環境・景観がよい 

○博物館が良い 

○緑が多く，景観がいい 

○街並みが良い 

○周辺環境が良い 

○自然に恵まれている 

○静かな住環境 

○都市施設，生活環境が良い 

○緑が多い 

緑が多い自然環境 

街並みの整った静かな住環境 

近隣の人間関係がよい 

道路も広く都市施設が整っている 

生活環境がよい 

都 

市 

と 

自 

然 

の 

バ 

ラ 

ン 

ス 

築き上げた 

生活の場 

都市と自然のバランスの中で築き上げた生活の場 

良好な生活環境 

１班 

２班 

３班 

４班 

５班 

６班 

●夏祭りは住民の発意で始まった 

●はヒアリングでの意見 

●景色がよい。岩手山が正面に見える 
●四十四田公園は花見がいい 
●小鹿公園の展望台からの景色はよい 

●昨年度つくられた四十四田の遊歩道は極めて評判がよい 

●岩手山を見る角度がよい 

●団地中心にあるアパートの上から見る 
 岩手山がよい 

●博物館から見る岩手山がよい 

●地域の活動は老人の活動が中心 

●公園の利用が増えている 

●住み心地がよい 

●コミュニティ活動は盛ん 
●地元の結束が強い 

●景観，街並みが整っている 
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ⅱ）地域の課題 

松園地域の方が考える地域の課題をアンケート調査，ワークショップの結果か

らまとめると次のとおりとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域内で生活を 

完結させたい 

少子高齢化とともに高まる地域内完結型まちづくり 

地域内で生活を 

完結させたい 

少子高齢化とともに高まる地域内完結型まちづくり 

△冬の寒さが厳しい 

△松園で生活が完結していない 

△ゾーンバスシステムの見直しが必要 

△雪に関して困る 

△バスの運行に関して不便 

△道がわかりにくい 

△ゾーンバスに問題がある 

△冬季に不便な部分がある 

△少子高齢化が進んでいる 

△バス，ゾーンバスが不便 

△コミュニティ活動が盛んでない 

△商業施設などが乏しい 

△少子・高齢化が進んでいる 

△バスが不便になった 

△街までの交通が不便 

△通勤・通学が不便 

△コミュニティ活動が盛んでない 

△商業施設が乏しい 

雪、寒さ、冬の厳しさ 

市中心部へのアクセスが不便 

商業施設が少ない 

ゾーンバスの問題 

コミュニティ活動が盛んでない 

少子高齢化 雪，寒さ，冬の厳しさ 

市中心部へのアクセスが不便 

商業施設が少ない 

ゾーンバスの問題 

コミュニティ活動が盛んでない 

少子高齢化 

●暴走族 

●ゾーンバスの運行問題 

●少子化 

１班 

●団地内への通過交通の混入 

●商業施設が少ない 

●大きな公民館の建設場所 
●町内会等への参加は母親中心 

２班 

３班 

４班 

５班 

６班 

●はヒアリングでの意見 

●集会施設は持っているところと 
  持っていないところがある 
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地域の資源・課題マップ 
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（２）まちづくりの方向性 

  ワークショップの結果をまとめると，松園地域のまちづくりの方向性は次のようにま

とめられます。 

現状と課題 
 

 

 

 

 

まちづくりの方向性 
 

☆ ふれあいのまち松園 
・コミュニティ活動（ボランティアと相互援助，近隣のコミュニケーションなど） 
・高齢化対策（２世代住宅が建築できるような環境が必要など） 
・松園で生活の完結（ライフサポート松園のような便利屋が必要など） 

☆ 豊かな街にしていこう－物の豊かさではなく こころの豊かさ 
・高齢者を考えた施設（ベンチの設置，歩いて買い物できる距離にお店が必要など） 
・コミュニケーション（小さなコミュニティからはじめるなど） 
・地域一人一人の自己啓発 
・ボランタリズムの啓発が支え 

☆ 地域資源を生かした閑静な住宅地 
・観光資源の活用（小鹿公園，四十四田公園，県立博物館及び奥州街道のネットワークづくりなど） 
・高齢化を踏まえた“福祉むら”づくり 
・人の連携づくり（地域の合意形成のあり方を考える必要があるなど） 

☆ 立派な公園がある街より公園の中に住んでいるような街 
・静かな環境，きれいな空気（団地周辺に迂回路を設けるなど） 
・若い人たちの住み良い環境（子供を産みやすいように市で補助するなど） 
・便利な交通にするために（直通バスを増やすなど） 
・コミュニティ（子供たちと一緒に奉仕活動をやればよい） 

・各世代の交流があるまちに（公民館など集会施設がもっと必要など） 
・冬でも 40 分以内で中心部へ，松園内の移動もらくにする（直行便，ルート多様化などバス運行の工夫が必要） 
・多様なライフスタイルが実現するまちに（休日にはおしゃれな喫茶店でおいしいコーヒーを飲みたいなど） 

☆ 高齢化社会でも住み良い街 
・普段の買物にも便利な近くの商店街（住民の支援） 
・公共交通を有効利用していく（ゾーンバスシステムの工夫が必要） 
・住民参加の地域づくり（ふれあいとふれあいの場の創出） 

ふれあい 

支え合い 

連携 

快適 

交流 

少子高齢化が進むなかで， 

   ふれあいと支え合いのコミュニティのある快適なまち 

                  に向けて連携と交流を図っていく 

便利 

緑が多い自然環境 

街並みの整った静かな住環境 

近隣の人間関係がよい 

道路も広く都市施設が整っている 

生活環境がよい 

都 
市 
と 
自 
然 
の 
バ 
ラ 
ン 
ス 

築き上げた 
生活の場 

都市と自然のバランスの中で築き上げた生活の場 
良好な生活環境 少子高齢化とともに高まる地域内完結型まちづくり 

地域内で生活を 
完結させたい 

少子高齢化とともに高まる地域内完結型まちづくり 少子高齢化とともに高まる地域内完結型まちづくり 

地域内で生活を 
完結させたい 

現状特性 

雪、寒さ、冬の厳しさ 

市中心部へのアクセスが不便 

商業施設が少ない 

ゾーンバスの問題 

少子高齢化 

生活が地域内で完結しない 

課題 

雪，寒さ，冬の厳しさ 

市中心部へのアクセスが不便 
ゾーンバスの問題 

少子高齢化 

生活が地域内で完結しない 

課題 
経年変化＝環境の変化 

コミュニティ活動が盛んでない 
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（３）まちづくりの目標と基本方針 

①目標 

『ふれあいと支え合いの 

コミュニティある快適なまち』    
②基本方針 

ⅰ）子供たちの声が聞こえ高齢者にやさしいまちづくり 

松園地域は，山を切り開いて造成された戸建て中心の住宅地で，同世代の方々が

同時期に入居したという特色があり，初期に分譲された地区では新しい世帯が居住

しにくい状況となっています。 

このため，高齢化の進行が予測され，若い人たちが居住し，子供たちで賑わうまち

づくりを進め，これまで培われた強いコミュニティを基礎に，ボランタリズムの精

神でお互いが支えあい，子供たちや高齢者にやさしいまちづくりを進めます。 

 

ⅱ）日常の暮らしが便利で快適な住宅地づくり 

本地域は，基盤整備が行われてから約 30 年を経過した地域もあり，生活様式や年

齢構成，家族構成などの変化で，施設が使いにくくなっているものも見られます。 

このため，ふれあいの場である公園や歩道などの施設の利用の仕方や商業施設の配

置，住宅地での二世帯住宅についての検討を進めます。 

また，市街地中心部との結びつきは，市内でもバス本数の多い路線を有している

ことから，通勤通学や買い物などを中心にバスの利用促進を図ることとし，このた

めの道路整備や現在進めているゾーンバスシステムの改善を行うなど，よりバスの

利便性の向上に努めます。 

 

ⅲ）自然と共生した美しい景観をもつまちづくり 

本地域は，地域の中のみならず，地域を取り巻く周辺の自然環境に育まれており，

散策などにも利用されるなど静かできれいなまちとなっています。 

これからも地域整備にあたっては，地域内の景観のみならず，地域から見渡せる

景観を大切にし，自然と共生した住宅地としての環境を整えます。 

将来に向けて世代交代や経済状況の変化等から，宅地の細分化や建て替えによる景

観の変化も予想されることから，まちづくりのルール等により地域の景観を守るこ

とについても地域の方々と検討します。 
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まちづくりの方針マップ 

松園ワークショップの様子 
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４）山岸・加賀野地域 
  

山岸・加賀野地域では，平成 14 年 10 月と 12 月にワークショップを行い，市民 

アンケート調査等とあわせて地域別構想を策定しました。 

 

（１）地域の現況 

①地域データ 

ⅰ）減少する人口・横ばいで推移する世帯数（人口・世帯） 

山岸・加賀野地域では人口の減少がみられますが，世帯数は横ばいで推移して

います。 

人口・世帯数の推移（20年間）　資料：都市計画基礎調査

19,194 19,090
17,458

6,396 6,728 6,683
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ⅱ）高齢化の進みつつある地域 

山岸・加賀野地域の老齢人口の割合は全市に比べて高く，高齢化が進みつつあ

る地域です。 

年齢階層別構成　資料：H18都市計画基礎調査

13.4%
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67.0%

23.8%
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山岸・加賀野地域
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年齢階層の推移　資料：都市計画基礎調査
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ⅲ）住宅用地中心の土地利用（土地利用） 

山岸・加賀野地域の土地利用については，都市的土地利用と自然的土地利用の割合が，

全地域の平均に近い状況となっています。 

都市的土地利用においては，住宅用地の割合が過半を占める一方，工業用地と商業用

地の割合が低くなっています。 

自然的土地利用については，周囲に広がる山林の占める割合が高く，畑地があるもの

の田の割合は極めて低い地域です。 

地域の土地利用構成と全地域との比較　　資料：H18都市計画基礎調査
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ⅳ）産業集積の低い地域（産業） 

地域内の事業所数と従業者数の全市におけるシェアは１％程度となっています。 

製造品出荷額と商品販売額のシェアは１％未満であり，人口と世帯数のシェアに比べ産

業集積の低い地域です。 

なお，産業関連指標の過去５年間の推移は，事務所数を除いて減少傾向にあり，なか

でも商品販売額が減少しています。 

H18/13
事業所数 198 事業所 103.7%
従業者数 922 人 94.3%
製造品出荷額 124 百万円 53.1%
商品販売額 3,854 百万円 71.4%
（参考　平成17年国勢調査）
人口 17,458 人
世帯数 6,683 世帯

資料：H18都市計画基礎調査
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②市民意見  

ⅰ）地域の好きなところ 

 山岸・加賀野地域の方が考える地域の良いところをワークショップ，アンケート

調査等の結果からまとめると次のとおりとなります。 

 

 

 

 

１班 
1･2班 

誰もが愛している中津川 

○古きよき時代の面影が残るまち 

○川があって自然に恵まれたまち 

○閑静でしかも中心地に近くて便利なまち 

中津川の清らかな水と丘に連なる豊かなみどり 

(加賀野) 

３班 

(愛宕町) 

○自然が素晴らしい 

○歴史があり閑静なまち 

○便利なところで隣近所の付き合いもある 

４班 ○昔からの地域コミュニティがしっかりしている 

○自然が豊かで地域の伝統が残っている 

○日常生活に必要な施設はそろっている 
(山岸) 

５班 

(浅岸 

東新庄) 

○恵まれた自然，山と川 

○歴史的な遺産 

○落ち着いた住環境，良好なコミュニティ 

( )は班員の主な居住地域 

美しい自然に包まれ，伝統文化に彩られた住み心地のよいまち 

古くから培われてきた歴史と文化が息づくまち 

⚫サケがのぼり，カジカがいる川 

⚫散歩が楽しい河川敷，原風景 

⚫水鳥が遊ぶ水辺 

⚫みどり豊かな山並み（岩山，愛宕山，妙泉寺山） 

⚫ウグイスやカッコウ，ヒグラシの鳴き声 

⚫丘をつなぐ散策路が楽しめる 

地域をやさしく包み込む丘 

⚫縄文遺跡 

⚫歴史を感じさせる街並み，街道 

⚫妙泉寺，永福寺，三ツ石神社，大日如来，岩谷稲

荷神社などの社寺が多い 

⚫盛岡の地名発祥の地「森が岡」 

⚫山岸伝統さんさ，ししおどり 

⚫中央公民館という良い施設がある 

⚫文化小路・文化橋 

 

縄文時代から人々が暮らした地 

地域を豊かにする歴史と文化 

快適に暮らすことができる生活環境 

人と人のつながりが，何よりの住み心地良さ 

恵まれた自然 
文化の風土 

⚫閑静で落ち着いた住宅地 

⚫手入れが行きとどいた生け垣，屋敷林 

⚫学校や公的施設，買物の場などがそろっている 

 

⚫となり近所の気心が知れた住民 

⚫町内会や子ども会の活動が活発 

⚫人間味がある明るいまち 

地域の人々の

心づかい 
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ⅱ）地域の課題 

 山岸・加賀野地域の方が考える地域の課題をワークショップ，アンケート調査等

の結果からまとめると次のとおりとなります。 

 

 

 

 

１班 
1･2班 ○都市計画道路の見直しが必要 

○生活道路が不備，通学路が危険 

○良好なまちの環境が損なわれてきている 

素晴らしい自然が生かされていない 

(加賀野) 

３班 

(愛宕町) 

○道路が狭く，袋小路がある。歩道がなくて危険 

○公園がない 

○バスの本数が少なく不便 

４班 ○高齢化が進みコミュニティの維持に不安 

○自転車道や中津川の良好な環境が保たれない 

○幹線道路は渋滞，生活道路は狭く行き止まり 

○病院，商店，集会所などが不足 

(山岸) 

５班 

(浅岸 

東新庄) 

○ミニ開発から環境破壊や道路交通問題 

○地域コミュニティが変容しつつある 

○病院，商店，集会所などが不足 

( )は班員の主な居住地域 

自然や歴史を生かし，地域のみんなの手で住みよいまちづくり 

道路や交通には問題が．．．．． 

山積悩みが多い 

⚫公園が少ない 

⚫病院，郵便局，商店，コミュニティ施設が不足 

⚫防火用水がない 

道路の整備は不十分
 

生活環境にも不足しているものがある 

変わりつつあるコミュニティの再構築が必要 

道路と交通 

⚫自然と親しむ機会がない，子どもが川で遊ばない 

⚫中津川の河川敷が荒れ，散策路が切れている 

⚫愛宕山に集まるカラス公害 

 

⚫高齢者の一人暮らしが増えている 

⚫移り住んで来る若い世代も多い 

従来の良好なコミュニティを 

維持することが難しい 

⚫生活者のモラルの低下 

⚫まちづくりへの関心の低下 

⚫迷路のような道路 

⚫昔ながらの袋小路の道路 

⚫歩道のない危険な通学路 

⚫山岸の幹線道路や岩山の入口の交通渋滞 

⚫バイパスの騒音 

⚫丘陵地のミニ開発 

・バスサービスが行きとどかない 

・除雪ができない 

山岸駅が生かされていない
 

自然 

良好なまちの景観，印象が損なわれてきている 

⚫まちの景観への配慮が足りない 

⚫戸建て住宅が駐車場やアパートに変わりつつある 

⚫宅地内の緑の保全が難しくなってきている 

⚫老朽化し人が住まなくなった家がでてきた 

まちの環境 

地域を担う人 



 100 

地域の資源・課題マップ 
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（２）まちづくりの方向性 

ワークショップ，アンケート調査等の結果から，山岸・加賀野地域のまちづくりの

方向性は次のようにまとめられます。 

 

 

  

誰もが愛している中津川 

中津川の清らかな水と丘に連なる豊かなみどり 

美しい自然に包まれ，伝統文化に彩ら

れた住み心地のよいまち 

古くから培われてきた歴史と文化が息づくまち 

地域をやさしく包み込む丘 

縄文時代から人々が暮らした地 

地域を豊かにする歴史と文化 

快適に暮らすことがで
きる生活環境 

人と人のつながりが，
何よりの住み心地良さ 

恵まれた自然 

文化の風土 

地域の人々の心づかい 

素晴らしい自然が生かされていない 

自然や歴史を生かし，地域のみんな

の手で住みよいまちづくり 

道路や交通には問題が．．．．． 

山積悩みが多い 道路の整備は不十分
 

生活環境にも不足している 
ものがある 

変わりつつあるコミュ
ニティの再構築が必要 

山岸駅が生かされていない
 

良好なまちの景観，印象が 
損なわれてきている 

まちの環境 

地域を担う人 

自然 

現状特性 課 題 

現状と課題 

まちづくりの方向性 

道路と交通 

中津川 
☆ 地域の誇りである清流中津川を大切にする 

・中津川を再生する(ビオトープ化，カジカの増殖など) 

・中津川に親しむ(河川敷の公園化，石積み護岸，散策路の整備など) 

みどりの丘 

みんなの心 

楽しく歩ける道 

☆ 地元学を通して地域の歴史と文化にふれる 

・歴史の散歩道(御屋敷通，三ッ石神社，五百羅漢，大膳坂・・・) 

・地域の歴史を語り継ぐ人を育て，地元学をひろげる 

なつかしさ 

☆ やわらかなみどりの丘に親しむ 

・ウグイスやカッコウ，ヒグラシが鳴くみどりの丘を保全する 

・山沿いの散歩道（高松～旧桜山～愛宕山～妙泉寺山～岩山～茶畑） 

☆ 落ち着きのあるきれいで住みやすいまちをつくる 

・公園やコミュニティ施設，身近な買い物の場をととのえる 

・気持ちのよいまちにするため建物の建て方や緑を守るルールづくり 

 

☆ 地域のみんなでまちをつくり育てる 

・地域の祭り，世代間交流，地域の活動を活発にする 

・まちづくりについてみんなで考え実践する仕組みづくり 

☆ 安心して楽しく利用できる道づくり 

・幹線道路と生活道路を区別した道路整備 

・人や自転車に安全で快適な道路の環境づくり，一方通行の活用など 

・住民の足となるバスサービスを便利に（小型の循環バスなど） 

みんなでつくろう！自然に親しみ，人とふれあう，歩いて楽しいまち 

まちのたたずまい 
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（３）まちづくりの目標と基本方針 

①目標 

『みんなでつくろう！自然に親しみ， 
人とふれあう，歩いて楽しいまち』 

②基本方針 
ⅰ）中津川やみどりの丘に抱かれた美しいまちづくり 
山岸・加賀野地域を流れる中津川は，美しい水辺の景色と豊かな自然の姿を保っており，

地域の人々に深く愛されている川です。心地よい瀬音をひびかせる清流には，サケやカジ
カが姿を見せ，白鳥が一冬を過ごします。地域の周囲には，愛宕山，妙泉寺山，岩山など
のなだらかな丘が続き，やわらかなみどりの縁取りを形作っています。春にはウグイスや
カッコウが，夏にはヒグラシの鳴き声が心和ませてくれます。 
季節感豊かに地域をつつみ込むこれらの美しい自然は，かけがえのない財産であり，地

域のシンボルとしていつまでも大切に守り続けていきます。中津川については，子どもた
ちが川遊びを楽しめるような安全な環境や，多様な生き物がくらすことができるビオトー
プづくりに取り組みます。周囲のみどりの丘については自然とのふれあいの場を整備しま
す。 
また，古くからの神社やお寺，歴史的な遺産なども掘り起こしながら，中津川沿いの水

辺の道，愛宕山や妙泉寺山，岩山を巡る丘の道など，地域の魅力資源をつなぎあわせる回
遊散策ルートづくりを進めます。 
 
ⅱ）人にやさしい道づくりと暮らしを支えるまちづくり 
本地域は，城下町時代の面影が残る愛宕町や大正時代に整備された加賀野などの古くか

らのまちがあり，一方では三ツ割や山岸，東新庄など丘陵地に新しくつくられてきたまち
があります。どちらも現在の車社会に充分対応できるだけの道路基盤を備えていないため，
交通に不便をきたしているのみならず，バスサービスや除雪が行き届かない状況です。歩
道も未設置箇所が多く交通事故の危険があるほか，道幅が狭く消防車の進入など防災面か
らも課題があります。 
バスや車を安全でスムーズに通すことができるよう，地域の骨格となる幹線道路を計画

的に整備するとともに，住宅地内の道路は利用方法の工夫をし，また，幹線道路に付帯す
る歩道や歩行者自転車の専用道については，バリアフリー化を図りながら，みんなが楽し
く歩くことができるよう人にやさしいゆとりのあるみちづくりを進めていきます。 
また，暮らしやすいまちの環境を整えていくため，日常の買い物や用足しに必要な生活

利便施設について，地域の身近な場所へバランス良く立地できるようなまちづくりを進め
ます。住宅地については，生け垣などのみどりを育てるルールづくりをめざすなど，良好
な景観をかもしだす閑静な住宅地の環境づくりを図ります。 
 
ⅲ）子どもからお年寄りまでみんなの心が通いあうまちづくり 
本地域は，住民の連帯感が強く地域内の活動が活発に行われているところです。しかし

ながら，最近は高齢者の一人暮らし世帯が目立ち，新しく移り住んでくる若い世代も増え
てくるなど，これまでのような地域コミュニティをそのままに維持するのが難しくなり始
めています。 
これからも，誰もが参加できる地域内でのイベントや世代間交流を通してコミュニティ

の絆を深め，みんなで支え合い楽しく暮らせるような地域づくりをめざします。 
また，地域でともに生活していくための暮らしのマナーを守るよう住民意識を育ててい

くとともに，より良いまちづくりに向けて地域住民みんなで考え実践していくことができ
る仕組みづくりを図ります。 
あわせて，高齢者をはじめ住民みんなが健康に暮らせるよう，人々がふれあえる公民館

などのコミュニティ施設の有効活用などについて取り組みを進めていきます。 
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まちづくりの方針マップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山岸･加賀野ワークショップの様子 
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５）中野地域 
  

中野地域では，平成 16 年７月にワークショップを行い，市民アンケート調査等とあ

わせて地域別構想を策定しました。 

 

（１）地域の現況 

①地域データ 

ⅰ）人口，世帯数とも増加から横ばいへ（人口・世帯） 

中野地域における人口と世帯数は増加していますが，近年は横ばいの傾向にあり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅱ）年少人口の割合がやや高い地域 

中野地域の年齢構成は全市の割合に比較的似た状況ですが，年少人口の割合がや

や高くなっています。 

 

年齢階層別構成　資料：H18都市計画基礎調査

15.5%

14.1%

65.2%

67.0%

19.3%
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ⅲ）緑ゆたかで，住宅用地中心の土地利用（土地利用） 

中野地域の土地利用は，自然的土地利用の割合が約６割と高く，その多くが山林

や畑であり，果樹園が広がる緑ゆたかな環境が地域の特色となっています。 

都市的土地利用においては，住宅用地を中心としたものとなっています。 
 

 

ⅳ）産業集積のバランスが取れている地域（産業） 

地域内の産業関連指標の全市におけるシェアはいずれも２％程であり，人口と世

帯数の割合に比べ低いものの，商業と工業について産業集積のバランスが取れてい

る地域です。 

本地域には中央工業団地が立地しており，製造品出荷額のシェアはやや高くなっ

ています。 

なお，産業関連指標の過去５年間の推移は，減少傾向にあります。 

 

H18/13
事業所数 268 事業所 86.2%
従業者数 2,178 人 91.2%
製造品出荷額 5,577 百万円 92.7%
商品販売額 20,216 百万円 86.1%
（参考　平成17年国勢調査）
人口 17,540 人
世帯数 6,260 世帯

資料：H18都市計画基礎調査
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地域の土地利用構成と全地域との比較　　資料：H18都市計画基礎調査
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②市民意見 

ⅰ）地域の好きなところ 

中野地域の方が考える地域の良いところをアンケート調査，ワークショップの

結果からまとめると次のとおりとなります。 

自然と調和し，地域コミュニティの充実した住み良いまち 

 

 

山・川そしてリンゴ園が中野の舞台です 歴史と文化が息つ゛く地域 

豊かな自然の恵み 

●簗川の川音が美しい 

●白滝川と山の緑 

●四季が身近に感じられるまち 

●岩山，岩手山，姫神山等眺望できる 

●地元産の野菜，リンゴがおいしい 

●たたら山・川目白滝・岩山 

● 寺沢橋のホタル・鮭の遡上・野生動物 

 

 

●旧跡(神社・仏閣・地名・橋の由来・旧街

道)が豊富 

●名所(緑の散策路・動物公園など)がある 

●伝統さんさ，夏祭り，秋祭り，昔話 

 

●地域住民の団結力が強い地区 

● 活発な子供会活動 

● 元気な老人クラブ 

● 多くの福祉施設がある 

●市中心地に近く閑静な住宅地 

●安心できるふれあいのあるまち 

●自然環境と都市環境の調和したまち 

豊かな自然 

身近な自然と素晴らしい眺め 

３班 

４班 

５班 

６班 

●身近な自然と素晴らしい眺め 

●便利で住み良い環境 

●市内中心部に近い 

●地域活動が盛んで団結力がある 

●自然に恵まれた地域 

●地域の人間味が良い 

●元気なお年寄りが沢山いる 

●伝統が活きている 

●福祉施設が多い 

●近所付き合いがある 

●静かで水と緑の自然豊かな地域 

●簗川の清流，たたら清水 

●老人が元気，子供達の祭り参加 

●りんごや野菜など自然の恵みが                             

 豊か 

●自然に囲まれた住宅地 

● 地域のコミュニティが残って 

いる 

●地域に良い施設がある 

２班 

 

１班 

７班 

 

●自然に恵まれている 

●静かな住宅環境である 

●地域の眺望もすばらしい 

●都市と農村の調和のとれた地域 

●名所・旧跡が多い 

●地域が積極的に子供達に関わり育てる 

●便利で豊かな生活環境 

豊かな自然が育む安全で快適なまち 

地域の宝  

三世代が自然と共生できるまち 

コミュニティ 

良好な住環境  
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ⅱ）地域の課題   

中野地域の方が考える地域の課題をアンケート調査，ワークショップの結果からまとめ

ると次のとおりとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３班 

１班 ４班 

５班 

６班 

●道路が狭く危険 

●バスの便が悪い 

●新旧住民のコミュニケーション不足 

●ゴミ捨てやペットのマナーが悪い 

●都市(生活)機能が不足 

●朝通勤時の交通渋滞 

●学区範囲等により通学が不便 

●近所付き合いが希薄に 

●上下水道の整備が必要 

●市道整備の遅れ 

●地域活性化のために市街化調整                                                
 区域の見直しを 

●隣人関係が希薄になっている 

●バスの便が悪い 

●児童･老人が集う施設がほしい 

●街灯が少なく暗い 

●買い物などが不便である 

●道路・河川の整備が不十分 

交通問題の解決と住環境の整備で安心快適なまち 

 
宅地開発等による地域景観の変化 

●急な人口増加が及ぼす影響が不安だ 

●宅地造成に伴い，交通対策を早急に 

 

 
都市基盤整備と生活環境の充実 

●下水道整備の促進 

●生活関連施設(スーパー･医院等)が遠く不便 

●子供が元気で遊べる環境づくり 

●ゴミ集積所の増設とモラル向上を 

●簗川のより安全な護岸工事と修景 

 
道路整備と交通問題の改善 

主要幹線道路の問題 

公共交通機関の充実を 

道路と交通 

●朝夕の交通渋滞を緩和してもらいたい 

●396 号の渋滞で住宅地に車が入る 

●国道の車が多くて渡れない 

●殺風景な 106 号沿道の風景 

●自転車やベビーカーの通行がきびしい 

●バスの本数が少なくて使いづらい 

●バス停が遠く少ない 

 

 

 

●新旧住民間のコミュニケーションが不足 

●単身者住宅が増えて，町内活動の無関心層

が問題 

●地区行事への参加が減っている 

●子供が少なく高齢者が多くなっている 

●挨拶など声掛けが減っている 

●ペットの散歩のマナー（糞の後始末） 

●伝統さんさの活性化を 

 

住民の高齢化と地域コミュニティの希薄化 

住民間交流の不足 

２班 

 

７班 

 
●町内活動の無関心層がある 

●蝶ヶ森展望台の整備を 

●道路の整備が不足している 

●より安全な河川整備を 

 

●旧宮古街道と道標の整備 

●伝統さんさの活性化を 

●農家の所得向上と地域振興を 

 コミュニティ 

地域生活道路の問題 

●道路が狭く，路面の整備が悪い 

●狭い道路を車･自転車･歩行者が通り危険 

●緊急自動車が通れない道がある 

●歩道を整備して安全な通学路の確保を 

●街灯が少なくてこわい 

●除雪の徹底をしてほしい 

開 発 

 
地域資源と地区施設の整備 

●児童･老人施設をもっと設置してほしい 
●蝶ヶ森展望台の整備をしてほしい 

●散策路の整備をしてほしい 

●旧宮古街道の整備 

 生活環境 

地域資源 
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地域の資源・課題マップ 

 市中心部  

動物公園 

川目白滝 

公園 

孔子堂 

地区活動センター 

 

 

養護施設 

 

工業団地 

養護学校 

 

五月園 

 

薬師神社 

 

簗川 

都南大橋 

 

北上川 

河川敷 

河川公園 

 

北 

上 

川 

リリンンゴゴ園園  
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南大橋 

老人福祉センター 
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（２）まちづくりの方向性 

アンケート調査，ワークショップの結果から，中野地域におけるまちづくりの方向は

次のようにまとめられます。 

 
現状と課題 

まちづくりの方向性 

恵まれた自然を愛し，地域の資源を活用したまちづくり 

☆ 恵まれた自然環境の中で快適に生活するまち 

・たたら山，簗川等が醸し出す豊かな景観と心和む自然の保全 

・農地と住宅地の共生を図り，開発による地域景観への影響を少なくする 

・自然に親しむ散策路などの施設整備 

・自然を活かした施設による癒しの里づくり 

☆ 中心部に隣接した良好な住環境 

・基幹道路の渋滞解消と生活道路の安全性の確保 

・公共交通であるバスの利便性向上と利用促進 

・生活利便施設の立地促進 

・下水道，街灯，ゴミ集積所等の整備を促進する 

・簗川の安全な護岸対策と景観の維持 

☆ 地域で力を合わせて人情豊かなまちづくり 

・身近な近所付合いと団結力がある住民パワーを活かす 

・健康な老人，元気な子供を交えた三世代で築くまち 

・地区行事への参加呼掛けによる地域コミュニティの向上 

・福祉施設と地域住民の連携による福祉の里づくり 

自然との調和 

良好な住環境 

地域の連携 

交通問題の解決と住環境の整備で 

安心快適なまち 

 

自然と調和し，地域コミュニティの

充実した住み良いまち 

地域資源と地区施設の整備 

住民の高齢化と地域コミュニティの希薄化 

 

都市基盤整備と生活環境の充実 

宅地開発等による地域景観の変化 

主要幹線道路の問題 

地域生活道路の問題 

地域資源 

生 活 環 境  

コミュニティ 

道路整備と交通問題の改善 

交通と道路 

身近な自然と素晴らしい眺め 

山・川そしてリンゴ園が中野の舞台です 

歴史と文化が息づく地域 

三世代が自然と共生できるまち 

豊かな自然が育む安全で快適なまち 

豊かな自然の恵み 

豊かな自然  
公共交通機関の充実を 

開 発 地 域 の 宝  

コミュニティ 

良好な住環境 

現状特性 課 題 



 110 

３）まちづくりの目標と基本方針 

①目標 

『恵まれた自然を愛する， 

癒しと福祉の里づくり』 
 

②基本方針 

ⅰ）豊かな自然景観を地域のシンボルとした癒しの里づくり 

中野地域は，北上川とその支流である簗川が流れ，岩山・蝶ヶ森・たたら山など地

域の山々と丘陵地に広がるリンゴ園が相まって，四季折々の自然豊かな景観を呈して

います。主に国道沿線を中心に住宅地が展開し，地域の方々はこの身近な自然環境へ

の愛着が強く，これらの資源が地域のシンボルとなっています。 

身近な山々に通じる自然散策路の整備を進め，より自然に親しむことができるよう

な地域資源の活用を図ります。また，簗川や川目白滝の美しい清流を保全し，農業と

住環境の調和を図りながら，緑の山並みと清流に抱かれたまちを維持する“癒しの里

づくり”をめざします。 

 

 

ⅱ）安心安全で快適な生活環境をめざすまちづくり 

土地区画整理事業で整備された東安庭や門地区を除いては，地区内における生活道

路の整備が不十分なところがあります。地区の方々のご協力をいただきながら，円滑

な交通と安全な歩行空間の確保を図るとともに，街灯を増設するなど生活環境整備に

取組んでいきます。 

また，地域と中心市街地を結ぶ公共交通としてバスの利便性の向上を図り，中心地

域へのアクセス性を高めるとともに，幹線道路の渋滞緩和に努めます。 

更に，地域の活性化と自然環境の保全と調和を図りながら，商業施設や医療施設な

ど生活利便施設の立地促進や，簗川の安全な護岸対策と優れた景観の維持を図ること

により，恵まれた自然と共生する安心安全な快適生活ゾーンの実現をめざします。 

 

 

ⅲ）住民のふれあいを大切にする福祉の里づくり 

本地域は藩政時代から沿岸と遠野方面への交通の要衝で，代々受け継がれる地区の

祭りや伝統さんさがあり，昔話も存在する歴史的な文化を有しています。そのような

歴史的背景と住民の団結力があるコミュニティの豊かな地域です。 

近年，高齢者が多い戸建住宅と若い方が多いアパートやマンションが混在し，地域

内において住民間のコミュニティの希薄さが指摘されていますが，町内会など地区行

事への積極的な参加の呼びかけや，地域内に多く立地する福祉施設と地域の方々が連

携した活動を行うことにより，健康な老人と元気な子供を交えた三世代で築くまちと

して，住民のふれあいを大切にした人情豊かな“福祉の里づくり”をめざします。 
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まちづくりの方針マップ 
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中野ワークショップの様子 
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６）青山地域 
 

青山地域では，平成 14年７月にワークショップを行い，市民アンケート調査等と 

あわせて地域別構想を策定しました。 

 

（１）地域の現状 

①地域データ 

ⅰ）穏やかに推移する人口と世帯数（人口・世帯） 

青山地域における人口と世帯数は横ばいで推移しています。これは，地域の西部

に新たに住宅団地が造成され，既存の市街地の減少傾向が補われたことによります。 

人口・世帯数の推移（20年間）　資料：都市計画基礎調査
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ⅱ）高齢化が進みつつある地域 

青山地域の老齢人口の割合は全市と比べてやや高く，高齢化が進みつつあります。 

年齢階層別構成　資料：H18都市計画基礎調査

14.4%

14.1%

64.5%

67.0%

21.1%

18.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

青山地域

全　市

0～14歳 15～64歳 65歳以上

 

年齢階層の推移　資料：都市計画基礎調査
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ⅲ）都市的土地利用の進んだ地域（土地利用） 

青山地域の土地利用は，都市的土地利用の割合が８割を超えており，都市化の進

んだ地域です。都市的土地利用においては，全地域に比べて住宅用地と商業用地，

並びに交通用地の割合が高くなっています。 

地域の土地利用構成と全地域との比較　　資料：H18都市計画基礎調査
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ⅳ）多様な産業の集積が見られる地域（産業） 

地域内の事業所数の全市におけるシェアは 10％程，従業者数は９％程となってい

ます。 

また製造品出荷額のシェアは４％程，商品販売額は７％程であり，人口と世帯数

の占める割合とともに，多様な産業の集積が見られる地域となっています。 

なお，産業関連指標の過去５年間の推移は，商品販売額を除いて増加傾向にあり

ます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都
市
的
土
地
利
用 

自
然
的
土
地
利
用 

H18/13
事業所数 1,486 事業所 100.5%
従業者数 11,729 人 108.9%
製造品出荷額 10,554 百万円 113.6%
商品販売額 93,316 百万円 80.8%
（参考　平成17年国勢調査）
人口 43,136 人
世帯数 18,164 世帯

資料：H18都市計画基礎調査

9.9%

産業関連指標と対全市シェア
対全市シェア青山地域

14.3%
14.9%

8.7%
4.1%
6.8%
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②市民意見 

ⅰ）地域の好きなところ 

青山地域の方が考える地域の良いところをアンケート調査，ワークショップの

結果からまとめると次のとおりとなります。 
 

 

 

 

 

○買物と公共施設利用が便利 

○町内会活動が活発 

○「青山」という地名が良い 

 

○      

○歴史のロマンや懐かしい雰囲気が感じられる 

○川や田園風景が良い 

○静かな住環境が整っている 

○岩手山を美しく望める景観が良い  

○施設や街路の緑が豊か 

○町内会活動が活発 

○館坂や夕顔瀬は幹線道路沿いにあり交通の便が良い 

○川や公園など散策できる空間がある 

○歴史・史跡のある町 

        

○公園・街路樹などの緑が多い 

○中心部への交通や買物が便利 

○地域のふれあいがある 

        

○行政施設，医療施設，運動施設が充実している 

○住宅，商業施設，工場等が適度に集積している 

○自然環境が守られている 

４班 

緑の多い潤いのあるまち 

山並みや清流の景観が良いまち 

住みよい住宅地域 

 

地域コミュニティが元気なまち 

 

⚫静かで住宅地に適している 

⚫地域の生活リズムが調和している静かな住宅地 

⚫川沿いや公園など散策できる空間が多い 

⚫各種施設が充実し，地域内で生活が完結できる 

⚫商店街やスーパー，大型店があり買物に便利 

⚫中心部へのバス交通の便が良い 

⚫町内会や子ども会活動が活発 

⚫地域を愛している人が多い 

⚫住民の連帯意識が強い 

⚫元気な高齢者が多い 

⚫小学校や公営住宅周辺で元気な子供の声がする 

⚫果樹園や農地などで住民どうしの触れ合いがある 

⚫諸葛川から見る岩手山 

⚫田園風景（高速道路沿い） 

⚫清流雫石川 

⚫高層の建物が少ない 

住宅地としての快適環境が整っている 

 

⚫遺跡や地名に歴史のロマンを感じる 

⚫安倍館，旧秋田街道，貞任橋，宗任橋

など歴史の面影を残している 

⚫神社や観音様が大切にされている 

⚫地名「青山」は響きが良い 

歴史のロマンや心を潤す緑に囲まれ，快適環境の整った住宅地 

（ ）は班員の主な居住地域 

(大新町， 

中堤町) 
 

(西青山) 

(月が丘) 

(青山) 

(稲荷町， 

上厨川) 

(前九年， 

新田町) 
 

⚫運動公園 

⚫県営体育館前の公園 

⚫国立病院前の桜並木 

⚫月が丘の街路樹 

⚫みたけ緑道 

⚫前九年公園 

身近な緑とそれを含めた景観が大切な資源 

 

歴史が感じられるまち 

５班 

６班 

１班 

２班 

３班 
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ⅱ）地域の課題 

青山地域の方が考える地域の課題をアンケート調査，ワークショップの結果からまと

めると次のとおりとなります。 
 

 
 

○居住者の高齢化 

○公共施設の老朽化と一部施設の不足 

○商店街の賑わい低下 

大型店の進出 

⚫朝夕の渋滞がはげしい 

(館坂交差点，上堂交差点，馬頭踏切交差点等が原因) 

⚫週末の渋滞がはげしい 

⚫ 

交通施設の改良が必要 

地域のみんなが使いやすい身近な道路と公共交通 

地域コミュニティと地元商店街が元気なまちづくり 

（ ）は班員の主な居住地域 

 

⚫集合住宅の多い地域では子供が多いがコミュニティのつながりが弱い 

⚫一戸建ての多い地域では子供が少ないがコミュニティのつながりが強い 

○幹線道路へのアクセスが悪い（渋滞） 

○狭くて迷路のような道路 

○川への不法投棄が多い 

○特定交差点の渋滞が深刻 

○商店街がさびれてきた 

○地下道や踏切が多く危険な道路 

○道路整備と渋滞の解消が必要 

○公共交通の地域格差 

○人間関係の希薄化 

○危険な道路･渋滞の解消 

○各種公共施設の配置に偏りがある 

○公共交通利便性の地域格差 

○地域コミュニティの希薄化 

○地区活動ｾﾝﾀｰ等が混り合っていて使いづらい 

○大型店の進出による商店街の停滞 

４班 

(大新町， 

中堤町) 
 

(西青山) 

(月が丘) 

(青山) 

(稲荷町， 

上厨川) 

(前九年， 

新田町) 
 

５班 

６班 

１班 

２班 

３班 

公共交通機関が不十分 

少子高齢化の進行 地域コミュニティの希薄化 

公共施設の問題 

既存商店街の低迷 

道路の構造・ネットワーク 

渋滞 

バス 

新駅 

⚫道路幅員が狭く危険 

⚫歩道が狭く段差が多い 

⚫迷路のような道路 

⚫幹線道路までのアクセスが悪い 

⚫高齢者が利用しにくい新田町や夕顔瀬の地下道 

⚫地域内のバス利便性に格差がある 

⚫中心部とのアクセスは良いが市内他地域へのア

クセスが悪い 

⚫地域の若者や子供が少なく元気がない 

⚫一人暮らしの高齢者が多い 

⚫老人福祉施設や介護施設が不足している 

⚫施設の老朽化が進んでいる（公営住宅含む） 

⚫不足している施設がある 

（コミュニティ施設や公民館は利用率が高すぎて

使いたいときに使えない場合がある） 

⚫施設が一定地域に偏っている 

⚫各施設の駐車場が不十分 

⚫ 

⚫高齢者と若者の世代間交流が進まない 

⚫古くからの居住者と新しい居住者とのコミュニ

ティ形成が困難 

⚫町内会活動や清掃活動の負担が増加 

⚫青山駅の新設と，駅を中心とした循環バスを希望 

⚫既存商店街の活力低下 

⚫商店街の空き店舗増加 

⚫量販店の影響を受けて地元のスーパーが閉店

したが車を使えない高齢者には不便 
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地域の資源・課題マップ 
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まちづくりの方向性 

歴史のロマンや心を潤す緑に囲まれ 

快適環境の整った住宅地 

地域のみんなが使いやすい 

身近な道路と公共交通 
地域コミュニティと地元商店街が 

元気なまちづくり 

現状特性 

☆ ふるさとの懐かしさが感じられるまち 
 ・地域住民のふれあいや助け合いを大切にする 
 ・歴史のロマンが感じられるまち 
 ・岩手山の雄大な景観や周辺の川や緑を大切にするまち 
 
 ・世代間の交流による地域ぐるみの教育や人づくりを進める 
 ・日常の挨拶や楽しい会話などふれあいのある商店街づくり 
 
 ・祭りなど地域のイベントに皆が参加協力できるまちづくり 
 ・住民活動を活発に行うための施設の充実 
☆ 世代や性別をこえたふれあいのあるまち 
 
☆ 誰もが安心して暮らせるまち 
 ・歩きやすい歩道の整備改修 
 ・防犯・防災意識の高揚（指導員・パトロール） 
 
 ・医療福祉施設の充実（情報ネットワーク） 
 ・各種施設のバリアフリー化（道路も含む） 
 ・住宅地としての静けさと潤いのある緑を守り育てる 
 
 ・公共交通機関の充実（新駅の設置，循環バスを含む） 
 ・幹線道路へのアクセス改善（渋滞の解消） 
 ・歩いて行ける商店街の活性化 
☆ 都市的機能を備えた住みよいまち 

ふるさとの懐かしさが感じられる賑わいのあるまちづくり 

現状と課題 

身近な緑とそれを含めた景観が大切な資源 

 
緑の多い潤いのあるまち 

山並みや清流の景観が良いまち 

住宅地として快適環境が整っている 

住みよい住宅地域 

地域コミュニティが元気なまち 

歴史が感じられるまち 

課 題 

道路･交通施設の改良が必要 

渋滞 

大型店の進出 

道路の構造・ネットワーク 

既存商店街の低迷 

公共交通機関が不十分 

バス 新駅 

公共施設の問題 

少子高齢化の進行 地域コミュニティの希薄化 

便利・快適 

安心・安全 

憩う・集う 

ふるさとの心 

（２）まちづくりの方向性 

 ワークショップの結果をまとめると，青山地域のまちづくりの方向性は次のよう

にまとめられます。 
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（３）まちづくりの目標と基本方針 

 

①目標 『ふるさとの懐かしさが感じられる  

        賑わいのあるまちづくり』  
②基本方針 

ⅰ）次の世代につなぎたい快適な住環境づくり 

青山地域は，公園や街路樹など心を潤す緑が多く，また岩手山，諸葛川，田園な

どの風景とともに地域の人々にとって大切な心のよりどころになっています。地域

の大切な資源であるこれらの緑をみんなで守り育てるとともに，建物の高さを岩手

山のながめに配慮するなど，住環境を意識した，次の世代にも住みよい，ふるさと

を感じられるまちづくりを進めます。また，本地域内は，木賊川の水害経験を持つ

ことから，水害を予防する整備を進めるとともに，地域内のパトロールや指導員な

どをみんなで分担しながら，防犯・防災の意識を高め，安全なまちづくりをめざし

ます。さらに，本地域内の国道 46号や県道などの幹線沿道において，商業施設や医

療施設，体育館などの施設が充実しており，地域全体として日常生活の用事を足す

ことができる便利な住環境となっています。また，幹線道路からはずれた地域では，

静かな住宅地が広がっていますが，この閑静な住環境を維持しながらも身近な店舗

の立地が図られるような，より便利なまちづくりをめざします。 

 

ⅱ）活気とふれあいのあるコミュニティづくり 

本地域では，大型店進出等の影響から交通渋滞が発生したり，ふれあいの空間で

あった商店街のにぎわいが低下するなどの課題がみられようになってきました。ま

た，近年の少子高齢化の進行や転入者の増加などによって，地域活動を支えるコミ

ュニティの衰退も懸念されています。このような状況に対して，地元商店街を明る

い挨拶や会話のあるふれあいの空間としてみんなで盛り上げ，大型店については，

商店街との共存や渋滞の解消を図りながら，周辺地域のにぎわいの核として，それ

ぞれの機能を高めることにより，地域全体の活性化を図っていきます。さらに，地

域コミュニティについては，活動センターなどの公共施設が世代間や地域間の交流

を生むふれあいの場として一層活用されるよう，使い方を工夫するとともに，地域

の歴史や資源の再発見，イベントなどをとおして，自発的な住民活動を図ることに

より，にぎわいとふれあいあるまちづくりを進めます。 

 

ⅲ）安全安心で使いやすい交通施設の充実 

本地域は，幹線道路や住宅地の幹線となる道路が整備されるまえに宅地化が進行

したため，歩道と道路の段差が大きい危険な箇所や，道幅が狭くバスの運行ができ

ない道路が見られ，入り組んだ迷路のような道路により幹線道路へ出にくい地区も

あります。また，森永乳業前や館坂など，不規則な交差点が朝夕の渋滞の原因とな

っています。これらの解消を図るため，青山と市街地を結ぶ幹線道路の整備，住宅

地の狭い道路の拡幅，歩道や踏切，地下道のバリアフリー化など，地域のみなさん

の協力をいただきながら整備を進めるとともに，電柱の道路外設置や一方通行の活

用など既存施設利用の工夫を図ります。また，高齢者など交通弱者も含めた地域の

みんなが使いやすいバスのルートの設定や，新駅の設置，住宅地における騒音対策

などを総合的にみんなで話し合いながら，誰にでも優しい安全安心な交通の整備を

めざします。 
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まちづくりの方針マップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青山ワークショップの様子 
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７）みたけ・厨川地域 
 

みたけ・厨川地域では，平成 15 年 10 月にワークショップを行い，市民アンケー 

ト調査等とあわせて地域別構想を策定しました。 

 

（１）地域の現状 

①地域データ 

ⅰ)穏やかに推移する人口と世帯数（人口・世帯） 

みたけ・厨川地域における人口と世帯数は横ばいで推移しています。 

人口・世帯数の推移（20年間）　資料：都市計画基礎調査

16,296 16,995 16,658

5,683 6,490 6,684

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

昭和60年 平成7年 平成17年

（
人

口

）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

（
世

帯

数

）

人　口

世帯数

 
ⅱ）年齢構成の若い地域 

みたけ・厨川地域の年少人口と生産年齢人口の割合が全市に比べて高く，年齢構

成の若い地域となっています。 

年齢階層別構成　資料：H18都市計画基礎調査

16.5%

14.1%

70.1%

67.0%

13.4%

18.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

みたけ・厨川地域

全　市

0～14歳 15～64歳 65歳以上

 

年齢階層の推移　資料：都市計画基礎調査

27.2% 21.0% 16.5%

68.6%
71.7%

70.1%

4.2% 7.3% 13.4%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

S60 H7 H17
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ⅲ)工業，商業，住宅用地の土地利用（土地利用） 

みたけ・厨川地域の土地利用は都市的土地利用が 9 割を超え，都市化が進んだ地

域です。 

都市的土地利用においては，住宅用地，工業用地，商業用地が多くなっています。 

また，県営運動公園の立地により公共空地も多く，交通用地も比較的多く取らて

います。 

みたけ地区の主な用途地域は，工場の立地を促すべき工業地域ですが，住宅と混

在した土地利用となっています。 
 

地域の土地利用構成と全地域との比較　　資料：H18都市計画基礎調査

4.8%
14.4%

39.1%

2.3%

10.5%

12.1%
0.3%

1.5%

1.5%
0.3%

34.7%

95.2%27.8%

60.9%

11.9%

4.6%

13.6%

2.7% 16.7%
13.0%

5.4%
5.9% 6.6%

1.7%
6.4%5.2%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

　　全地域　　　　　　　　　　　　　　　　　　みたけ・厨川地域

その他の空地

公共空地

公共用地

交通用地

工業用地

商業用地

住宅用地

水面

低湿地・荒蕪地

原野・牧場

山林

畑

田

 
（地域の土地利用の割合が 1％未満のものは，表記を割愛しました。） 

 
 
 

ⅳ）多様な産業が立地する地域（産業）  

地域内の事業所数は全市のシェアの６％程，従業者数は７％程で，商品販売額は

８％程となっています。本地域の製造品出荷額のシェアは高く，工業の大きな集積

が見られる地域です。またこれらは人口や世帯数の割合に比べて高く，多様な産業

が集積する地域となっています 

なお，産業関連指標の過去５年間の推移は，製造品出荷額が増加傾向，その他は

減少傾向にあります。 

 
 

都
市
的
土
地
利
用 

自
然
的
土
地
利
用 

H18/13
事業所数 828 事業所 93.5%
従業者数 9,594 人 95.6%
製造品出荷額 159,874 百万円 106.5%
商品販売額 113,515 百万円 83.9%
（参考　平成17年国勢調査）
人口 16,658 人
世帯数 6,684 世帯

資料：H18都市計画基礎調査

5.5%
5.5%

62.0%
8.3%

みたけ・厨川地域 対全市シェア
産業関連指標と対全市シェア

5.5%
7.1%
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②市民意見  

ⅰ）地域の好きなところ 

みたけ・厨川地域の方が考える地域の良いところをアンケート調査，ワークショ

ップの結果からまとめると次のとおりとなります。 

 
１班 ○緑が多く，通りの並木が美しい 

○大型スーパーがあり利便性が高い 

○区画整備され，わかりやすい 

○スポーツ施設が充実している 

４班 

身近な美しい自然と岩手山の景観 
生活利便性と活発な地域活動 

自然が多く，美しい風景 

自然 

国有地の雄大な緑 

６班 ３班 

５班 ２班 

○学術研究所の緑が多い 

○整備された街並みと，緑道 

○町内活動や，人柄が良い 

○商工住の混在 

○パチンコ，娯楽場がなくて良い 

○岩手山や北上川の風景 

○学校が地域に貢献している 

○町内会で夜回りが行われ安心 

○緑を風景に残したい 

○新興地域としてのパワーを感じる 

○買物等，生活に便利 

○地域活動が盛んである 

○ダムと農試を中心とした自然 

○学校が多くあり通学に便利 

○古くからのつきあいが残り，人柄も良い 

○バスと鉄道があり交通の便がよい 

○岩手山が美しく見える 

○町内活動が盛んで住みやすい 

○市中心部への交通が便利 

○道路や公園が整備されている 

●東北農業試験センター 

●岩手牧場 

●森林総合研究所 

街中に整備された緑 

●運動公園 

●みたけ緑道 

●新興地域として整備された緑 

美しい景色 

●岩手山の眺望 

●北上川，木賊川の流れ 

●四十四田ダムの桜 

身近なスポーツ施設 

●運動公園 

●武道館 

●スケート場 

人の環，心の環 

●夜回り 

●４号線に花 

●町内清掃 

●区画整理された広い道路 

●南側はバスの便がよい 

●厨川駅がある 

●市内への交通の便がよい 

●小学生のあいさつ運動 

●盛附野球部のゴミ拾い 

●ふれあい事業 

●老人交流 

 

町内会活動の充実 

コミュニティ活動 

生活の便利さ 

交通の便 

買物に便利 

教育，環境 

●大型店で買物が便利 

●小さい店も残っている 

●すべての種類の学校がある 

●学校が近い 

●子供達が多い 

●比較的環境がよい 

●有害図書を撤去した 

生活 

運動 

人 

（みたけ） 

（みたけ） 

（みたけ，
厨川） 

（みたけ，
厨川） 

（厨川） 

（厨川） 
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ⅱ）地域の課題 

みたけ・厨川地域の方が考える地域の課題をアンケート調査，ワークショップの結

果からまとめると次のとおりとなります。 

 
１班 ○ゴミ，ペットの糞等マナー違反がある 

○国道へのアクセス難と渋滞 

○電車，バス共に使いづらい 

○水による被害がある 

４班 

交通ネットワークと交流の輪で，安心に住めるまち 

鉄道による分断 

６班 ３班 

５班 ２班 

●厨川からみたけへの買物が遠回り 

●元滝沢踏切は渋滞と危険が伴う 

●みたけ側から IGRの利用が不便 

●国道４号へのアクセスが少ない 

４号線による分断 

●横断できる場所が少ない 

●歩道橋ではお年寄りは辛い 

●走る車のスピードが危険 

●向かいの町内会まで２㎞も歩く 

●週末は大型店への来客で渋滞する 

●みたけから国道４号へ出る道が少なく

て細いため渋滞する 

医療，福祉施設が足りない 

●総合病院が近くにない 

●救急車が青山から来るため時

間がかかる 

生活マナーがまだまだ 

●路上のごみや動物のフン 

●市営アパートの駐車 

●ゴミの分別の徹底 

●除雪の際，歩道に雪が残っている 

●谷地頭線の未完成部分の整備 

●道路や歩道に段差が多い 

●市の中心部以外に行きづらい 

●料金が高い 

●最終バスの時間が早い 

●ゾーンバスが朝夕だけでは足

りない 

病院は青山か上田 

除雪や未完成の道路 電車もバスもあるが 

○厨川地域との交通難（渋滞，西口） 

○緑道はあるのに手入れに問題が 

○福祉，医療施設が足りない 

○地場産業の今後に不安 

○厨川とみたけとの連絡道路が悪い 

○福祉及びコミュニティ施設が足りない 

○大型店による交通渋滞 

○商店街問題と高齢化 

○道路の拡幅と歩道確保 

○老人用施設が足りない 

○ゴミ等のマナー改善 

○厨川商店街の活性化 

○病院等の施設がない 

○バスの運行経路の工夫が必要，料金が高い 

○４号線による街の分断 

○みたけ地域への移動が高齢者には辛い 

○若者や国機関の町内行事への参加が少ない 

○市営アパートのマナー 

○病院も救急車もそばにない 

○道路問題（東西通路，渋滞，除雪） 

交通渋滞 

たくさんある道路，交通問題 

●老人福祉施設が近くにない 

●児童センター，福祉センターが

狭い 

地元商店街はどうなるの？ 

●お年寄りには大型店より地

元商店街が必要 

●道路拡幅が流れをかえた 

 

交通

然 

商業 人 

医療 

（みたけ） 

（みたけ） 

（みたけ，
厨川） 

（みたけ，
厨川） 

（厨川） 

（厨川） 

使いづらい福祉施設 
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地域の資源・課題マップ 
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（２）まちづくりの方向性 

ワークショップ，アンケート調査等の結果から，みたけ・厨川地域のまちづくりの

方向性は次のようにまとめられます。 

  

身近な美しい自然と岩手山の景観 

生活利便性と活発な地域活動 

 

鉄道と国道４号による地域の分断 
交通問題と安心で住めるまち 

 

現状特性 課 題 現状と課題 

まちづくりの方向性 

便利な交通 ☆ 駅とバスのさらなる活用 
・東西を結ぶ踏切の改良と厨川駅西口の整備等による駅へのアクセス 

の改善と東西交流の向上 
・ゾーンバスの路線の拡大と利用者のニーズにあった運行の工夫 

地区の連携 

地域の活性化 

安心な環境 

景観・緑を未来に 

☆ 地域の交流・隣接機関との相互理解の促進 
・鉄道・道路による地域の分断を人の和での解決 
・みたけ・厨川の地域一体化での町内活動の活発化 
・地域と農業試験場・農業研究所との相互理解による，交流促進 
・地域活動拠点の整備，充実と既存施設の活用検討 

☆ 安心して暮らすことができる環境整備 
・老人福祉施設の充実と老人ケアー施設の整備促進 
・地区への救急車の配置及び医療機関の充実 

・運動公園と農業試験場の緑を結ぶ緑道の整備促進 
・木賊川の河川改修と親水性の高い憩いの場を整備 

☆ みんなで考える地域の活性化 
・厨川地域の商店街の再生 
・みたけ地域の商・工・住のバランス 

☆ みんなで守る地域の景観と残された緑 
・岩手山の景観を守る高さの規制 
・次の世代に引き継ぐ，地域を取巻く国有地の緑の資源 

守ろう緑と景観，交流・協力・活用の輪でつくるまちづくり 

国有地の雄大な緑 

 

多くの自然があり，美しい風景がのこる 

 

 

生活の便利さ 

街中に整備された緑 

交通の便 

買物に便利 

身近なスポーツ施設 

自然 

生活 

美しい景観 

たくさんある 道路，交通問題 

医療 

利便性 

交通 

教育環境 

町内会活動の充実 

コミュニティ活動 
人 

医療，福祉施設が足りない 

病院は青山か上田 

使いづらい福祉施設 

生活マナーがまだまだ 

地元商店街はどうなるの？ 

人 

商業 

鉄道による分断 

４号線による分断 

交通渋滞 

電車もバスもあるが 

除雪や未完成の道路 

全体まとめ 

「自然，緑に恵まれた環境と景観の保全，活用， 
協力，交流による輪・環・和・話づくり」 
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（３）まちづくりの目標と基本方針 

①目標 

『守ろう緑と景観， 
交流・協力・活用の輪でつくるまちづくり』 

 

②基本方針 

ⅰ）豊かな自然とみんなで守る景観，安心・安全なまちづくり 

厨川地域の北側には農林業関係の研究機関施設が広がり，豊かな自然が地域を取

り囲むように残され，また，みたけ地域内には運動公園や緑道整備による緑があり，

それらの内外の緑は地域住民の憩いの場となっています。地域を取り囲む緑は今後

とも，関係者と連携しながら保全を図るとともに，地域内の緑道の整備促進により，

地域の内外を結ぶ，緑のネットワークの形成をめざします。また，雄大な岩手山の

景観は地域のシンボルとなっており，この景観を次の世代に守り残していくための

取り組みを進めます。 

みんなが安心して暮らせるよう，住民相互の助け合いの活動を広げるとともに，

老人福祉施設や医療体制の充実を進めます。 

また，安全なまちづくりをめざし，親水性に配慮した木賊川の河川改修や地域の

防災拠点施設の整備を促進します。 

 

ⅱ）商・工・住のバランスのとれたまちづくりと交通ネットワークの形成 

本地域は国道４号の沿道として発展した厨川地域と，工場等の企業誘致を行って

きたみたけ地域からなります。みたけの工業地域については，住居への土地利用の

転換や商業施設の立地が進んでおり，活発な産業活動と快適な住民生活が共存でき

るよう，地域の中での話し合いをもとに，バランスのとれたまちづくりを促進しま

す。 

道路については，周辺幹線道路へのアクセス性を高めるため計画的な整備を進め

ます。公共交通については，厨川駅からの鉄道利用促進のため，東西の連絡と西側

からのアクセス性を高めるとともに，電車とバスの連携向上やゾーンバスの工夫に

より，地域内の交通ネットワークの形成を図ります。 

 

ⅲ）地域の交流・協力でつくる地域連携の輪の形成 

みたけ・厨川の両地域が抱える様々な課題を解決していくためには，課題を地域

全体のものとして捉え，みんなで協力し取り組む人の輪が必要です。 

既存施設の活用や機能の充実による，地域活動の拠点整備を進めながら，地域活

動の活性化や，より多くの人々の参加を促進し，地域連携の輪を形成します。 
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まちづくりの方針マップ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みたけ・厨川ワークショップの様子 
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８）仙北地域 
 

仙北地域では，平成 15年 11月にワークショップを行い，市民アンケート調査等と 

あわせて地域別構想を策定しました。 

 

（１）地域の現況 

①地域データ 

ⅰ）横ばいで推移する人口と世帯数（人口・世帯） 

仙北地域における人口と世帯数は横ばいで推移しています。 

人口・世帯数の推移（20年間）　資料：都市計画基礎調査

11,199 11,510 11,019

3,966
4,507 4,593

0

5,000

10,000

15,000

昭和60年 平成7年 平成17年

（
人

口

）

0

5,000

10,000

15,000

（
世

帯

数

）

人　口

世帯数

 

ⅱ）市の平均的な年齢構成の地域 

仙北地域の年齢構成は，市の平均値に近い構成となっています。 

年齢階層別構成　資料：H18都市計画基礎調査

14.6%

14.1%

67.1%

67.0%

18.3%

18.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

仙北地域

全　市

0～14歳 15～64歳 65歳以上

 

年齢階層の推移　資料：都市計画基礎調査

21.1%
12.1% 14.6%

70.7% 79.2% 67.1%

8.1% 8.7%
18.3%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

S60 H7 H17
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ⅲ）住宅用地中心の土地利用（土地利用） 

仙北地域の土地利用は，都市的土地利用の割合が９割に近い都市化の進んだ地域

です。 

都市的土地利用においては，全地域に比べ住宅用地，工業用地，商業用地，並び

に交通用地の割合が高くなっています。 

自然的土地利用については，畑や田があるものの山林は見られない地域です。 

地域の土地利用構成と全地域との比較　　資料：H18都市計画基礎調査

4.5%
12.6%14.4%

39.1%

6.6%

10.5%

12.1%
0.3%
1.5%

1.6%

0.3%

42.2%

87.4%27.8%

60.9%

8.9%

4.6% 8.9%
2.7%

17.7%13.0%

3.9%5.9%
1.7%

5.0%5.2%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

全地域　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仙北地域

その他の空地

公共空地

公共用地

交通用地

工業用地

商業用地

住宅用地

水面

低湿地・荒蕪地

原野・牧場

山林

畑

田

 
（地域の土地利用の割合が 1％未満のものは，表記を割愛しました。） 

 

 

ⅳ）多様な産業の集積が見られる地域（産業） 

地域内の事業所数は全市のシェアの約３％，従業者数と商品販売額は約２％程で

す。製造品出荷額のシェアは１％未満で，工業よりも商業の集積のある地域です。 

また，それらは人口や世帯数の割合に近いシェアとなっており，多様な産業の集

積が見られる地域です。  

なお，産業関連指標の過去５年間の推移は，いずれも減少傾向にありますが，な

かでも製造品出荷額と商品販売額が減少しています。 

 

H18/13
事業所数 398 事業所 88.2%
従業者数 3,287 人 90.6%
製造品出荷額 1,492 百万円 68.4%
商品販売額 32,550 百万円 54.0%
（参考　平成17年国勢調査）
人口 11,019 人
世帯数 4,593 世帯

資料：H18都市計画基礎調査

3.7%
3.8%

0.6%
2.4%

仙北地域 対全市シェア
産業関連指標と対全市シェア

2.6%
2.4%

 
 

都
市
的
土
地
利
用 

自
然
的
土
地
利
用 
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②市民意見  

ⅰ）地域の好きなところ 

仙北地域の方が考える地域の良いところをアンケート調査，ワークショップの結

果からまとめると次のとおりとなります。 

 

１班 

１班 

北上川 

と 

○北上川，岩手山の風景 

○仙北町気質と団結のある町 

○利便性が高く住みやすいまち 

○伝統行事や歴史的な建築物が多い 

２班 
○北上川と岩手山の眺望 

○都市部にも駅にも近い便利な位置 

○祭りが多く，町内に連帯感がある 

○病院やスーパーがあり生活に便利 

３班 ○歴史，伝統，人情の残るまち 

○北上川など，自然環境に親しいまち 

○落ち着きのある静かなまち 

○交通アクセスが良く，安心便利なまち 

４班 ○岩手山，北上川，学校の緑等の素晴らしい景色 

○伝統と，歴史が色濃く残るまち 

○素晴らしい人材と活発な町内会活動 

○交通，日常生活にも便利なまち 

北上川の自然と高い利便性，歴史と人情のふれあうまち 

 

町内会の連携 

⚫北上川での舟っこ流し 

⚫地域内に虚空蔵堂と駒形神社，

秋葉神社の祭りがある 

 

⚫徳清倉庫 

⚫岩手川酒造 

⚫浜藤私邸 

静かなまちから眺める岩手山のながめ 

⚫仙北駅がある 

⚫市の中心部や盛岡駅に近くて良い 

⚫バイパスや高速道路に近い 

⚫公共交通機関が充実している 

 

⚫スーパーが近くにあり便利 

⚫小中学校が近くて便利 

⚫病院が多く，近くにあって良い 

⚫下水道整備が進んでいる 

⚫交番，消防署が近くにあり安心 

⚫特色のある店や専門店がある 

昔気質のまち 

自然 

⚫北上川の桜並木がよい 

⚫明治橋～川久保までの川岸の散歩道 

⚫冬には白鳥が飛来する 

 

⚫高いビルがないので見晴らしがよい 

⚫岩手山だけでなく姫神山，南昌山，早池峰山なども素

晴らしいながめとなっている 

美しい北上川の流れと雄大な岩手山のながめ 

 

歴史的な建築物の数々 

伝統行事 

スーパー，病院が充実 

交通の便 

利便性の高いまち 

 

街道筋のまち 仙北町気質 

歴史 環境 人 

⚫人情に厚い人がいる 

⚫人と人とのつながりが強い 

⚫良い面で昔気質の人がいる 

⚫行事を大切にしている人がいる 

⚫町内会同士のつながりが活発 

⚫町内の会報により情報がわかりや

すい 
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ⅱ）地域の課題 

仙北地域の方が考える地域の課題をアンケート調査，ワークショップの結果か

らまとめると次のとおりとなります。 

 

 

１班 

１班 ○幹線道路の渋滞と狭い住宅地の道路 

○河川敷の活用度合いが低い 

○未利用地が多い 

○小さなお店が減っている 

住民間のコミュニケーション不足 

２班 
○幹線道路の渋滞・狭い道路 

○仙北町地下道や歩道が歩きにくい 

○公園の緑，街路樹の手入れが必要 

○除雪，ゴミの問題 

○商店街に魅力がかける 

３班 ○狭くて暗い通りが多い 

○幹線道路が出来たことによる新たな問題 

○歴史遺産の活用の不足 

○住民間のコミュニケーション不足 

４班 ○まちにテーマが欲しい 

○積極的な住民間の交流が必要 

○車優先施策の見直しが必要 

安心・安全の道，住民間の豊かな交流があるまち 

幹線道路と生活道路の問題 

道路と交通 

⚫昔からいる人達の結束が強くて入りづらい 

⚫祭りなどのイベントへの参加が減ってきている 

⚫住民間の積極的な交流を図りたい 

⚫町内会活動の活発化 
 

幹線道路の整備が進まない 

⚫仙北一丁目の道が狭くて渋滞 

⚫危険な歩道のない道路 

⚫明治橋が狭くて渋滞 

 

 

 

⚫歩道切り下げが斜めで歩きづらい 

⚫段差が高く車いすでは困難 

⚫自転車が多いので自転車道が必要 

⚫地下道をバリアフリー化すべき 

⚫バイパス沿いのバスの便が悪い 

人にやさしい道路づくりの必要 

危険な道路がいっぱい 

⚫通勤時に裏道まで渋滞して危険です 

⚫新幹線測道が狭くてすれ違いもつらい 

⚫裏道に街灯がない 

⚫裏道は垣根の管理が悪く道が狭まっている 

⚫地下道に人目がないため危険 

⚫桜の植樹が中途半端 

⚫防災面を考慮した整備計画が必要 

⚫グランドゴルフ場などの施設がほしい 

人 

自然の活用 

⚫仙北西地域との格差が大きい 

⚫公園が小さい，子供たちの遊ぶ場所がない 

⚫100人以上入れる集会施設が欲しい 

⚫緑地公園が少ない 

まちの施設や環境整備が足りない 

施設 

歴史や祭の活用がまだまだ 

⚫歴史遺産の案内が足りない 

⚫駐車場がないため観光しづらい 

⚫若い住民の活気が欲しい 

 

まち 

自然 

公園等の設備がアンバランス 未整備・不便 

⚫南仙北下水道整備の完成 

⚫仙北駅の東西通路が坂がきつくて大変 

⚫除雪されない道が多い 

⚫未利用地が多く，活用して欲しい 
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地域の資源・課題マップ 
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（２）まちづくりの方向性 

ワークショップ，アンケート調査等の結果から，仙北地域のまちづくりの方向性は次のよ

うにまとめられます。 

  

北上川の自然と高い利便性， 

歴史と人情のふれあうまち 

安心・安全の道， 

住民間の豊かな交流があるまち 

 

現状特性 課 題 現状と課題 

まちづくりの方向性 

☆ 自然環境の保全と活用 

・北上川の活用 

・北上川と岩手山の景観の保全 

 

☆ 歴史の活用と息づく伝統 

・地域に残る歴史の活用と仙北商店街の活性化 

・歴史と伝統の再発見・発掘 

 

☆ 安心・安全のまち 

・幹線道路の整備促進と歩道のバリアフリー化 

・安心・安全の地下道の改善 

・せまい生活道路の改善・工夫 

☆ 身近な商店街の活性化 

・特色あるお店，専門店で商店街の活性化 

・街路樹・街灯・花で魅力ある商店街の再生 

・みんなで考える地域商店街の活用 

 

☆ 仙北気質と地域交流 

・仙北気質に受け継がれた地域の団結と伝統の継承 

・地域・世代間の交流の促進と地域拠点整備 

・地域で支え合いの輪を形成し，安心して暮らせるまちづくり 

 

仙北気質の交流・支え合いで高める地域の力 

安全・安心の水辺のまち仙北 

人にやさしい都市

機能整備 

交流 

自然 

自然 

道 

人 住民間のコミュニケーション不足 

歴史や祭りの活用がまだまだ 

自然の活用 

施設 

まちの施設や環境整備が足りない 

公園等の設備がアンバランス 

利便性が足りない点 

まち 

幹線道路と生活道路の問題 

幹線道路の
整備が進ま
ない 

危険な道路がいっぱい 

人にやさしい道路づくりの必要 

歴史と伝統が残るまち 

伝統行事 

歴史的な建築物の数々 

仙北町気質 

昔気質のまち 

町内会の連携 

駅があり，利便性の高いまち 

 
駅を含めた交通の便 

スーパー，病院が充実 環境 

歴史 

美しい北上川の流れと雄大な岩手山のながめ 

 北上川の活用と景観形成 

 静かなまちからの岩手山のながめ 

人 

仙北町気質の交流，支え合いで地域の力を高めよう 

北上川と岩手山 

歴史と伝統 

仙北気質と 

地域世代間交流 

交流 

商店街の活性化 
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（３）まちづくりの目標と基本方針 

①目標 

『仙北気質
か た ぎ

の交流・支え合いで高める地域の力  

安全・安心の水辺のまち仙北』 
②基本方針 

ⅰ）歴史と伝統でつくるまちづくり 

仙北地域は藩政時代から奥州街道を中心に形成されたまちで，神社や古くからの

建築物が生活の中に生き続けています。このような歴史に加え，北上川により市街

地から離れていることもあり，「仙北気質」と言われる地域の強い繋がりを生み出し

てきました。地域の歴史を再認識しながら，古い建物や行事等の歴史と伝統をまち

づくりに活かすようにみんなで取り組んでいきます。 

 

ⅱ）北上川の水辺と岩手山の景観でつくるまちづくり 

北上川では，白鳥が飛来し，伝統的な祭りである「舟っこ流し」が行われていま

す。川沿いの散歩道は人々の憩いの場として，日常的に利用されており，北上川と

地域は深く結びついています。また，明治橋から眺める北上川・岩手山の景観は，

本市の誇れる景観のひとつとなっています。 

北上川の桜並木，遊歩道，河川公園等の充実を図りながら，地域の宝を活用した

まちづくりを進めます。 

 

ⅲ）交流ふれあいによる商店街活性化と安全なまちづくり 

商業を取り巻く環境が大きく変わろうとしているところであり，身近な買物の場

として親しまれる店づくりや，街路樹，花等による魅力ある商店街づくりなど，地

域主導による活性化を促進するとともに，幹線道路や駅などの優位な交通条件を活

かした新しいまちづくりを推進します。 

道路整備にあたっては，自動車交通の円滑化や，バス運行の利便性向上と併せ，

歩行者や自転車のための安心空間の確保に配慮します。また，施設整備にあたって

は，高齢者や子供の視点等，地域の考え方を反映できるよう，情報のキャッチボー

ルに努め，住民の方々と一緒に施設整備に取り組んでいきます。 

 

ⅳ）福祉で安心なまちづくり 

歴史と伝統のあるこの地域では，古くから住む人々と，移り住んだ人々との交流

も課題のひとつです。これまで続いてきた地域の団結の力をもとに，地域をみんな

で知り，支え合いの輪を広め，誰もが安心して暮らせるまちづくりを進めます。 
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まちづくりの方針マップ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
仙北ワークショップの様子 
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９）盛南地域 
 

 盛南地域については，平成 12年７月に実施した市民アンケート調査をもとに地域 

の方の意見を把握し，それにもとづいて地域別構想を策定しました。 

 

（１）地域の現況 

①地域データ 

ⅰ）増加する人口・増加する世帯（人口・世帯） 

盛南地域における人口と世帯数はともに増加しています。 

人口・世帯数の推移（20年間）　資料：都市計画基礎調査

19,866 20,500

23,392

5,951 6,808
8,923

0

10,000

20,000

30,000

昭和60年 平成7年 平成17年

（
人

口

）

0

10,000

20,000

30,000

（
世

帯

数

）

人　口

世帯数

 
ⅱ）やや若い年齢構成の地域 

盛南地域の年少人口の比率は全市よりやや高く，老齢人口はやや低いことから，

やや若い年齢構成となっています。 

年齢階層別構成　資料：H18都市計画基礎調査

15.4%

14.1%

66.5%

67.0%

18.1%

18.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

盛南地域

全　市

0～14歳 15～64歳 65歳以上

 

年齢階層の推移　資料：都市計画基礎調査

21.8% 16.6% 15.4%

70.7%
70.2% 66.5%

7.5% 13.2% 18.1%
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地域の土地利用構成と全地域との比較　　資料：H18都市計画基礎調査

33.1%

46.5%

14.4%

39.1%

12.5%

10.5%

0.5%
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0.0%
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2.5%4.6% 1.0%
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5.2%
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100%

全地域　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　盛南地域

その他の空地

公共空地

公共用地

交通用地

工業用地

商業用地

住宅用地

水面

低湿地・荒蕪地

原野・牧場

山林

畑

田

ⅲ）田園が広がり，住宅用地中心の土地利用（土地利用） 

盛南地域の土地利用は，都市的土地利用と自然的土地利用の割合が同程度となっ

ています。 

本地域では新都心の整備が進みつつあり，新市街地と集落との広がりが地域の特

徴となっています。 

本地域では，全地域に比べて自然的土地利用の割合が高く，特に田がその多くを

占めています。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅳ）多様な産業の集積が見られる地域（産業） 

地域内の事業所数と従業者数の全市におけるシェアは５％程で，製造品出荷額は

３％程，商品販売額は７％程となっており，これらは人口と世帯数の割合に近く，

多様な産業が集積しています。 

なお，産業関連指標の過去 5 年間の推移は，横ばいの傾向にあるなか，商品販売

額は大きく増加しています。 

 

H18/13
事業所数 755 事業所 93.7%
従業者数 6,689 人 103.0%
製造品出荷額 6,458 百万円 96.4%
商品販売額 88,734 百万円 141.6%
（参考　平成17年国勢調査）
人口 23,392 人
世帯数 8,923 世帯

資料：H18都市計画基礎調査

5.0%

産業関連指標と対全市シェア
対全市シェア盛南地域
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②市民意見 

ⅰ）地域の好きなところ 

「自宅や住まいの地域から見える山並みや川などのながめ」，「住宅地などの閑静

なたたずまい」が高く評価されています。これらは，岩手山などの眺望，雫石川の

河川景観，田や屋敷林の田園風景などと考えられます。 

また，「住宅地などの閑静なたたずまい」は，全市の評価と比べても高い割合を示

しており，区画整理の行われた区域の街並みが評価されていると考えられます。 
 

 

地域の好きなところ（全市との比較） 

14.3

0.0

9.1

1.3

22.1

1.3

2.6

1.3

15.6

11.7

21.5

5.6

15.9

2.9

25.0

2.3

4.3

3.0

13.4

6.2

0 5 10 15 20 25 30

住まいの地域や周辺の川や山などの自然

住まいの地域や周辺の田や果樹園などの農地

住まいの地域の公園、並木、樹木などの緑

地域に残る古い建物や町並み、岩手公園などの歴史を感
じるもの

自宅や住まいの地域から見える山並みや川などのながめ

住まいの地域の祭りなどの行事

近所のつきあいや町内会活動などの人と人とのつながり

商店街や繁華街などのにぎやかさ

住宅地などの閑静なたたずまい

その他

盛南地域

盛岡市全体

（％）地域の好きなところ

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域に残る古い建物やまちなみ，盛岡城跡公園などの歴

史を感じるもの 

住まいの地域の公園，並木，樹木などの緑 
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ⅱ）地域の課題 

「バスなどの公共交通機関の便が悪い」がとくに高くなっています。このほか「少

子・高齢化が進行している」，｢道路の整備状況が悪い｣などの項目もやや高く，「商

工業の振興が図られていない」，「緑や公園が少ない」などの項目は，全市の平均と

比べてやや高くなっています。 

これらは，開発における道路・公園等の都市基盤の整備や，それに伴う日常生活

の利便性，地域の振興などが進まないことへの意見として挙げられたとも考えられ

ます。 
 

 

地域の課題（全市との比較） 

11.4

0.0

7.6

7.6

10.1

48.1

11.4

19.0

6.3

1.3

5.1
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7.7
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11.9

6.7
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37.4

17.0

32.4

6.9

3.4

5.5

18.8

14.6
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商・工業の振興が図られていない

住宅と商業施設や工場などが混在している

教育、医療・福祉施設が不十分である

支所や公民館などの公共施設が不足している

緑や公園が少ない

バスなどの公共交通機関の便が悪い

日常の買い物の便が悪い

道路の整備状況が悪い

住民間のふれ合いや付き合いが少ない

祭りやイベントなどの行事が少ない

家を建てるときや道路をつくるときなど、景観への配慮が不足

少子・高齢化が進行している

その他

盛南地域

盛岡市全体

（％地域の課題

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育，医療・福祉施設が不十分である 

家を建てるときや道路をつくるときなど，景観への配慮が不足 

教育，医療・福祉施設が不十分である 

家を建てるときや道路をつくるときなど，景観への配慮が不足 
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地域の資源・課題マップ 
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（２）まちづくりの方向性 

「買い物や公共施設の行き来など，日常生活の便利な町」，「騒音や公害，ゴミなど

が少ない清潔な町」，「高齢者や障がい者が不自由なく快適に生活できる町」，「静かで

清潔な住環境を持つ町」，「緑や水辺空間が多い，うるおいのある町」への期待が多く

現れています。とくに，「騒音や公害，ゴミなどが少ない清潔な町」，「静かで清潔な住

環境を持つ町」では全市の平均よりも高くなっています。 
地域の将来像（全市との比較） 

43.8

42.5

33.8

35.0

12.5

6.3

13.8

11.3

41.3

6.3

27.5

5.0

47.6

39.8

36.9

30.8

11.1

8.4

12.2

12.8

47.7

6.9

21.7

2.1

0 10 20 30 40 50

買い物や公共施設への行き来など、日常生活の便利な町

騒音や公害、ゴミなどが少ない清潔な町

緑や水辺空間が多い、うるおいのある町

静かで清潔な住環境を持つ町

近くに働く場がある町

地域活動やコミュニティ活動がさかんな町

歴史・伝統的風情が身近に残る町

育児支援機能が十分に整備されている町

高齢者や障害者が不自由なく快適に生活できる町

商店・事務所が立地した賑わいのある町

市街地から周辺の山並みの景観に配慮した町

その他

盛南地域

盛岡市全体

（％）地域の将来像

 
  

この結果や地域の課題，大切にしたい地域の資源等から盛南地域におけるまちづく

りの方向を次のように設定しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ ゆたかな自然環境 

     岩手山，雫石川，中央公園，田園風景 

◎ 新都市 

  軸状都心，高次都市機能の集積 

◎ 閑静な住宅 

     区画整理事業の実施区域 

盛岡の新都市にふさわしいゆとりとうるおいのある魅力的なまち 

◎ 日常生活 

     バスの利用が不便，商業施設がない 

◎ 生活基盤 

     道路，公園の整備，開発の遅れ 

◎ 地域 

     少子高齢化，活気がない，地域振興 

新たな活力を生み出す 

新都心 

緑あふれる周辺環境 

と調和したまち 

   活力あるまち 

 

ゆとりある魅力的なまち 

資 源 課 題 

買い物や公共施設への行き来など日常生活が便利な町 

高齢者や障がい者が不自由なく快適に生活できる町 

騒音や公害，ゴミなどが少ない清潔な町 

緑や水辺空間が多い，うるおいのある町 



 142 

（３）まちづくりの目標と基本方針 

①目標 

『盛岡の新都市にふさわしいゆとりと 

うるおいのある魅力的なまち』 
  

②基本方針 

ⅰ）新たな活力を生み出す新都心づくり 

盛南地域は新たな市街地の整備を行っている地域で，地域の中心部において中心

市街地と盛岡駅西口地区とともにそれぞれの地域特性を活かした都市機能の分担を

図り，連続的な都心を形成し，また高次の都市機能集積を進めることで，本市の新

たな活力を生み出す新都心を形成します。 

 

ⅱ）ゆとりある魅力的なまちづくり 

本地域は，都心機能に加え住宅地，研究機関の立地を図り，自動車交通に対応し

たまちづくりをめざしています。地域内の計画的な土地利用の実現のため，建築物

の用途制限や落ち着いた住宅地や利便性の高い商業業務地の形成を図り，道路や公

園などの都市施設整備を計画的に進め，魅力的な市街地の形成を図ります。 

 

ⅲ)緑あふれる周辺環境と調和したうるおいのあるまちづくり 

本地域から眺望できる岩手山や河川，田園風景などは，住民の高い評価を得てお

り，本地域の整備でも岩手山を意識した道路の整備など地域と融合した計画として

います。これらの周辺環境と新しく形成されるまちなみをより調和させるため，地

域からの岩手山の眺望の確保や道路沿いの緑化修景を行うなど，うるおいとゆとり

ある美しいまちづくりを行います。 
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まちづくりの方針マップ 
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10）見前・永井地域 
 

 見前・永井地域では，平成 13 年 11 月と 12 月にワークショップを行い，市民アン 

ケート調査とあわせて地域別構想を策定しました。 

 

（１）地域の現況 

①地域データ 

ⅰ）増加する人口・世帯数（人口・世帯） 

見前・永井地域における人口と世帯数はともに増加しています。 

人口・世帯数の推移（20年間）　資料：都市計画基礎調査
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ⅱ）年齢構成の若い地域 

見前・永井地域の年少人口の割合は全市に比べて高く，老齢人口は低いことから，

年齢構成が若い地域となっています。 

 

年齢階層別構成　資料：H18都市計画基礎調査
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見前・永井地域
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年齢階層の推移　資料：都市計画基礎調査
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ⅲ)混在する土地利用（土地利用） 

見前・永井地域の土地利用は，都市的土地利用と自然的土地利用の割合が同程度

となっており，全地域に比べて自然的土地利用が高くなっています。 

都市的土地利用においては，公共用地の割合が高く，自然的土地利用では田・畑

の割合が高い地域ですが，農用地と住宅用地等が混在した土地利用が見られます。 
 

地域の土地利用構成と全地域との比較　　資料：H18都市計画基礎調査
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ⅳ)多様な産業の集積が見られる地域（産業） 

地域内の事業所数と商品販売額の全市におけるシェアは５％程で，従業者数は

６％程，製造品出荷額は１％程となっており，工業よりも商業の産業集積が見られ

る地域です。 

なお，産業関連指標の過去５年間の推移は，事業所数と従業者数は横ばいの傾向

にあり，製造品出荷額と商品販売額が減少傾向となっています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都
市
的
土
地
利
用 

自
然
的
土
地
利
用 

H18/13
事業所数 798 事業所 103.2%
従業者数 8,618 人 101.5%
製造品出荷額 3,270 百万円 88.8%
商品販売額 62,509 百万円 75.9%
（参考　平成17年国勢調査）
人口 32,054 人
世帯数 12,258 世帯

資料：H18都市計画基礎調査

5.3%

産業関連指標と対全市シェア
対全市シェア見前・永井地域
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6.4%
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②市民意見 

ⅰ）地域の良いところ 

見前・永井地域の方が考える地域の良いところ，アンケート調査，ワークショッ

プの結果からまとめると次のとおりとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１班 

○山並み，特に岩手山の眺めが良い 
○生活に必要なものがそろっている 
○行事への子供の参加が多い 

○駅や便利な施設が近い 
○景観，周辺環境が良い 
○歴史の重みがある 

○自然環境が良い 
○歴史がある 

○山や川など自然環境が豊か 
○住み良い街である 
○ ODOSANS など地域のふ

れあいが盛ん 

○豊かな自然がある 
○良好なコミュニティ 
○利便性がある街 
○歴史がある 

２班 

３班 

４班 

５班 

良 

好 

な 

住 

環 

境 

豊かな自然 歴史の重み 

良好なコミュニティ 

住みよい街 

地域のふれあいが盛ん 

利便性がある 

子どもの参加が多い 

生活に必要なものがそろっている 

●神社が多い 
●歴史がある町である 

●山並み､川などの景観のよさ 
●保存すべき樹木（桜，柳）がある 
●身近に北上川がある ●宿場町としての歴史 

● さんさ 踊り等の地域行事 
●都南中央公園（５つの花崗岩） 

●農地などの緑が多い 

●閑静な住宅街である ●はヒアリングでの意見 
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ⅱ）地域の課題となっているところ 

見前・永井地域の方が考える地域の課題を，アンケート調査，ワークショップの

結果からまとめると次のとおりとなります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△バスの便があまりよくない 
△駅前の整備が必要 
△市場跡地をどうするかが問題 

△道路や公園などの施設の整備が不十分 
△駅前の整備が必要 

△バスや道路等の交通アクセスに問題がある 
△少子高齢化の懸念 
△地域のコミュニケーションが少なくなっている 
△住宅だけの地区になっている 

△ごみの問題 
△少子高齢化が進んできている 
△交通アクセスが不便 
△道路等の公共施設の整備が必要 

△道路の整備が不十分 
△バスなどの交通の便がよくない 
△安全性に不安がある 

１班 

２班 

３班 

４班 

５班 

交通アクセスに問題 

道路の整備が不十分 

駅前の整備が必要 市場跡地をどうするか 

公共施設の整備が不十分 

少子高齢化の懸念 

地域コミュニケーションが減少 

住宅だけの地区になっている 

公園の整備が不十分 交通アクセスに問題 

バスの便がよくない 

道路の整備が不十分 

駅前の整備が必要 市場跡地をどうするか 

公共施設の整備が不十分 

少子高齢化の懸念 

地域コミュニケーションが減少 

住宅だけの地区になっている 

ごみの問題 

安全性に不安 

公園の整備が不十分 

●鉄道の有効活用も課題 
（特に岩手飯岡駅周辺の整備） 

●区画整理等の基盤整備の進捗 
●公共交通機関の利用が不便（特にバス交通） 

●将来開発が決まっている地域の方向性 

が見えない 

●福祉施設がない 

●安全な通学路 
（自転車道路）の確保 
●水害が出た地域がある 

●商業の状況 
●少子高齢化 
●ごみが多い 

●開発に伴う緑地減少 

●北上川の整備 

●はヒアリングでの意見 
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地域の資源・課題マップ 
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（２）まちづくりの方向性 

 ワークショップの結果をまとめると見前・永井地域のまちづくりの方向性は，次の

ようにまとめられます。 

現状と課題 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくりの方向性 
 

☆ 市場跡地の活用 
・複合的な福祉施設（老健施設や勤労福祉施設） 
・郵便局を広くしてほしい 
☆ 岩手飯岡駅周辺 
・駅前に広場や商店街が必要（花壇，素敵な喫茶店，公衆浴場，プールなど） 
・与市（材木町）のような人の集まる場所がほしい 

☆ 静けさと活気が調和したまち 
・静けさの町（道はあっても車の入らない町づくり，鹿妻堰や鴨助堰の整備と活用等） 
・活気の街（南玄関としてのシンボル＜岩手飯岡駅＞，体験，憩いの場＜市場跡地＞ 
・町と街の両方（学習地域としての文化的環境のまちづくり，若者や家族が楽しめる広場） 
・心の活気（高齢者にも住みよいまちに） 

☆ あいさつし合えるまち，お互いが知り合っているまち 
・総合的な新しいコミュニティの形成が必要（コミュニティの構造改革） 
・話し合いの場，情報交換の場が必要 
・大人どおしが仲良くならないとだめ，顔を合わせることが大切 
・自分たちのことは自分たちで，地域一丸となって 
・小学生も中学生も呼べるような行事はないか（与えるより自主性） 

☆ 「親から子へ受け継がれるまち－見前・永井－」～生まれ育ち，そしてまた次の子たちへ～ 
・議定書の精神をまちづくりにいかそう！         

 （住民意識とモラルを高めよう，ごみ問題もみんなで解決） 

 

 ・癒しと安らぎのあるまちに！（みどり豊かな街サイクリングロードを桜並木に・並木を植え電 
柱を地中化して景観に配慮する，便利で安全な街―公共施設の早期整備促進・歩いていけ

るころに商店・教育施設やレクリエーション施設を整備・・・） 

 
☆ 閑静な住宅地・みどり豊か・ふれあい・利便性 
・守っていこう（魅力を高める，環境を守る） 
・改善していこう（安全なまちづくり，交通を便利に，よりよいコミュニティを） 
・一部の人の参加ではなく，みんなが参加することが大切 
・学校での教育には限界がある，まちで教育を！ 
・システムづくり（地域で点検，早い対応） 

拠点の整備 

静けさと活気 

新しいコミュニティの形成 

癒しと安らぎ 

閑静・みどり・ふれあい・利便 

静けさと活気、癒しと安らぎのなかで新しいコミュニティを形成していく 

拠点の整備 

静けさと活気 

新しいコミュニティの形成 

癒しと安らぎ 

閑静・みどり・ふれあい・利便 

静けさと活気，癒しと安らぎのなかで新しいコミュニティを形成していく 

（第２回ワークショップ） 

課題 

交通アクセス充実と拠点整備への期待 

良 
好 
な 
住 
環 
境 

豊かな自然 歴史の重み 

良好なコミュニティ 

住みよい街 

地域のふれあいが盛ん 

利便性がある 

子どもの参加が多い 

生活に必要なものがそろっている 

● 神社が多い 
● 歴史がある町である 

● 山並み， ､ 川などの景観のよさ 
● 保存すべき樹木（桜，柳）がある 
● 身近に北上川がある ● 宿場町としての歴史 

● さんさ 踊り等の地域行事 
● 都南中央公園（５つの花崗岩） 

● 農地などの緑が多い 

● 閑静な住宅街である 

●鉄鉄道の有効活用も課題 
（特に岩手飯岡駅周辺の整備） 

● 区画整理等の基盤整備の進捗 
● 公共交通機関の利用が不便（特にバス交通） 

●将来開発が決まっている地域の方向性が 

見えない 

● 福祉施設がない 

● 安全な 通学路 
（自転車道路）の確保 
● 水害が出た地域がある 

● 商業の状況 
● 少子高齢化 
● ごみが多い 

● 開発に伴う緑地減少 

● 北上川の整備 

現状特性 

良好なコミュニティに支えられた住みよい街 

（第１回ワークショップ） 

交通アクセスに問題 

バスの便がよくない 

道路の整備が不十分 

駅前の整備が必要 市場跡地をどうするか 

少子高齢化の懸念 

地域コミュニケーションが減少 

住宅だけの地区になっている 

ごみの問題 

安全性に不安 

公園の整備が不十分 交通アクセスに問題 

バスの便がよくない 

道路の整備が不十分 

駅前の整備が必要 市場跡地をどうするか 

少子高齢化の懸念 

地域コミュニケーションが減少 

住宅だけの地区になっている 

ごみの問題 

安全性に不安 

公園の整備が不十分 

公共施設の整備が不十分 
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（３）まちづくりの目標と基本方針 

①目標 

『静けさと活気，癒しと安らぎの中で 

  新しいコミュニティを形成していくまち』 
 

②基本方針 

ⅰ）地域の拠点，賑わいの中心整備による見前・永井地域の活気づくり 

見前・永井地域は，神社や福祉施設などの施設をはじめ，地域の玄関口としての

岩手飯岡駅や幹線道路沿いの商業地も，地域のシンボルや活気づくりの一つとなっ

ています。このシンボル性を高め地域の賑わいの核となるよう，駅前整備と周辺の

商業性を高めていきます。 

また，盛岡中央卸売市場跡地は，周辺の環境や地域とのつながりに配慮するとと

もに，全市的な位置づけも踏まえて，地域の方々とも意見交換しながらその活用方

向を検討していきます。 

本地域と中心市街地の結びつきを充実させるため，新たなバスの運行システムの

導入などにより岩手飯岡駅の利用促進や地域内のバス利便性の向上等を図ります。 

 

ⅱ）静けさと安らぎにつつまれた住みよい環境づくり 

本地域は，地域内に田園風景もあり，周辺の山並みや豊富な緑など，自然環境に

恵まれています。また，この地域には神社などの歴史的な資産も多くあり，癒しと

安らぎのなかの快適な住宅地の形成に向けて，道路等の基盤整備を進めながら緑地

の保全と創出，景観に配慮したまちづくりを進めていきます。 

また，住居や工場の混在がみられる地区においては，これ以上の混在が進まない

ようにし，良好な住宅地を形成します。 

 

ⅲ）活気と安らぎを支える新しいコミュニティづくり 

本地域は，旧都南村時代から脈々と培われてきた良好なコミュニティがあります。

しかし，最近は，少子高齢化やアパートの建築により地域のコミュニケーションが

少なくなってきているという意見もあります。 

今はまだ比較的若い年齢構成の地域ですが，今後高齢化が進行することも予想さ

れます。高齢者が安全で安心して行動できるよう施設の整備も進めながら，地域の

人々のふれあいと積極的な活動による新しいコミュニティが形成され，それに支え

られるまちづくりを進めます。 
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まちづくりの方針マップ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見前・永井ワークショップの様子 
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11）乙部地域 
 

 乙部地域では，平成 15年７月にワークショップを行い，市民アンケート調査等と 

あわせて地域別構想を策定しました。 

 

（１）地域の現況 

①地域データ 

ⅰ）増加する人口・世帯（人口・世帯） 

乙部地域における人口と世帯数は増加する傾向にあります。 

人口・世帯数の推移（20年間）　資料：都市計画基礎調査
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ⅱ）やや若い年齢構成の地域 

乙部地域の年少人口の割合は全市に比べてやや高く，また老齢人口は低く，やや

若い年齢構成の地域となっています。 

年齢階層別構成　資料：H18都市計画基礎調査
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17.6%

18.9%
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年齢階層の推移　資料：都市計画基礎調査
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ⅲ）田園と果樹園，工業用地中心の土地利用（土地利用） 

乙部地域の土地利用は，自然的土地利用が都市的土地利用を大きく上まわってい

ます。 

自然的土地利用においては，田と畑の割合が同程度ですが，平坦地の田と丘陵地

のリンゴなどの果樹園の広がりが地域の特徴となっています。 

都市的土地利用については，工業用地が極めて大きな割合を占めています。 

 

地域の土地利用構成と全地域との比較　　資料：H18都市計画基礎調査
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ⅳ）工業の集積が高い地域（産業） 

地域内の事業所数と従業者数，並びに商品販売額の全市におけるシェアは１％程

ですが，人口と世帯数の占める割合と同程度となっています。 

これに比べ，製造品出荷額のシェアは４％程であり，工業の集積が高い地域です。 

なお，産業関連指標の過去５年間の推移は，事業所数と商品販売額が増加傾向に

あり，従業者数は横ばい，製造品出荷額が減少傾向となっています。 

 

H18/13
事業所数 108 事業所 109.1%
従業者数 1,744 人 98.1%
製造品出荷額 10,226 百万円 89.3%
商品販売額 16,363 百万円 105.5%
（参考　平成17年国勢調査）
人口 2,661 人
世帯数 804 世帯

資料：H18都市計画基礎調査
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②市民意見  

ⅰ）地域の好きなところ 

乙部地域の方が考える地域の良いところをアンケート調査，ワークショップの結

果からまとめると次のとおりとなります。 

 

１班 
１班 

心地よい気候風土 

 

○自然が豊か，気候も温暖  

○景観が良い 

○史跡が多く，伝統芸能も盛ん 

○りんごがうまい 

○お年寄りが元気 

○人のつながりが強く人情に厚い 

おだやかで豊かな自然環境 

 

２班 ○過ごしやすい気候，空気がきれい 

○山々の眺めが良い 

○りんごがうまい 

○全体的に静かで良い環境 

○地域独自のさんさ踊りがある 

○元気な人が多い 

農業の恵みと豊かな緑，おだやかな気候に包まれた暮らしやすいまち 

人々の営みが培う地域の風土 

⚫雪や風が少なく天候がおだやか 

⚫冬は市内の他地域に比べ温暖である 

⚫空気がきれい（喘息も治った） 

⚫奥羽の山々の眺めが美しい（岩手山～焼石岳） 

⚫三山（南昌山，東根山，赤林山），朝島山 

⚫市街の夜景がきれいに見える 

⚫りんご園，りんごの花がきれい 

美しい眺め 

⚫立派な家が多く屋敷のみどりがきれい 

⚫396号の花壇がきれい 

 

⚫史跡がいっぱいある 

⚫伝統芸能が盛ん(それぞれの地域にさんさ踊り，

学校の課外授業による継承) 

⚫旧道の街並みが懐かしい感じ 

手入れが行き届いた環境 

地域に伝わる歴史文化 

農の恵み 

元気で仲の良い住民 

自然 

伝統 

⚫りんごがうまい 

⚫産直がある 

⚫農作業を自分でできる 

⚫人のつながり，地域の連帯が強い 

⚫人情が厚い 

⚫子供たちが素直 

⚫お年寄りが元気 

住民 

多くの生き物に出会える環境 

⚫ヘビ，タヌキ，カモシカ 

⚫沼の貝，タニシ，ドジョウ，沢ガニ 

農業 

⚫市街化区域，市街化

調整区域が設定さ

れ，土地利用が守ら

れた 

土地利用 
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ⅱ）地域の課題 

乙部地域の方が考える地域の課題をアンケート調査，ワークショップの結果から

まとめると次のとおりとなります。 

 

１班 
１班 ○道路が危険（バイパスや通学路） 

○除雪が不十分 

○バス交通が不便 

○産廃流入の不安，他地域からのゴミ 

○大型店が閉鎖して買物が不便 

○新住民と旧住民との間の関係が難しい 

 

生活を便利にする環境が不足 

２班 ○公共施設や銀行，商店がない 

○バスが使いづらい 

○道路が危ない，住宅地の道路は狭い 

○農業地と住宅地が混在していることの問題 

○生活者のモラルが低い(ゴミ，犬のフン) 

○自治会編成が小さく活動が難しい 

 

地域コミュニティの育成と安全で暮らしやすい計画的なまちづくり 

 

道路や交通，冬の安全確保対策 

道路が危ない
 

地域コミュニティを深める 

道路と交通 

⚫公共施設が不足（学校，グラウンド，プール，公園） 

⚫銀行や歩いて買い物できる店がない，大型店が閉鎖 

⚫子供，老人がゆっくりできる施設がない 

⚫地域内のコミュニケーションが少ない 

⚫小さな町内会での活動が難しい 

⚫課外活動により，子供が放課後に制約される 

 

 

⚫396号の坂で事故が多く危険 

⚫通学路が狭くて危険 

⚫住宅地内の道路が狭い 

バスが不便
 

利便性 

農業と工業，住宅が混じり合う地域 

⚫家がどんどん建って環境が変わっていく 

⚫市街化調整区域が設定されて町が発展しない 

（工業立地の対策が必要） 

⚫農業からの臭い，騒音，煙が住環境にあわない 

⚫適切な産廃の管理 

 

地域社会 

⚫ゴミを持ち込まない 

⚫犬のフン害 

⚫青少年に有害な図書を販売する自販機 

地域内の対話不足
 

生活者のモラル
 

除雪体制が不十分
 

⚫除雪した雪を家の前に積み上げないでほしい 

⚫歩道の除雪が必要 

⚫バスのルートと本数が少ない 

⚫バスの最終が早い 

⚫市内までのバス料金が高い 

⚫矢巾方面へのバスが少ない 

バランスのとれた開発整備が必要 

都市計画 
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地域の資源・課題マップ 
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（２）まちづくりの方向性 

ワークショップ，アンケート調査等の結果から，乙部地域のまちづくりの方向性は

次のようにまとめられます。 

  

農業の恵みと豊かな緑，おだやかな気

候に包まれた暮らしやすいまち 

 

地域のコミュニティをもとにした 

計画的なまちづくり 

 

現状特性 課 題 

現状と課題 

まちづくりの方向性 

身近なバス 

☆ バスをもっといい足に 

・車利用者も含めた，バス利用の負担軽減の工夫 

・バスの運行時間を考えて，鉄道との乗り継ぎを便利に 

ネットワーク 

コミュニティ

みんなの心 

快適な環境 

ふるさとの自然

さ 

☆ 地域を巡るネットワークづくり 

・史跡を訪ねるウォーキングコース，鬼ヶ瀬の登山道 

・アップルロードの乙部地域までの整備促進によるネットワーク化 

・北上川の堤防を活かした道路整備によるネットワーク 

 
☆ 快適に暮らすことができる環境整備 

・道路に植栽し，自分たちの家の前にプランターを置く 

・道路への歩道の設置と通学路の安全確保 

・下水道の整備 

・市街地の充実と利便性の向上 

☆ 地域の住民みんなの手でコミュニティづくり 

・健康祭り，スポーツ大会，りんご祭りなどで地域を盛り上げよう 

・自治組織を統合して住民活動を活発化する 

・地域の核となる交流施設の整備 

・手代森，黒川，大ヶ生とも連携して地域づくり 

・農業者と地域居住者の相互理解 

 

☆ みんなで育む懐かしいふるさとの自然 

・ホタルの里，ホタルが飛び交う河川改修，ホタルの観察会 

・北上川にもっと野鳥を呼べる樹木の植樹 

・地域からの美しい眺めを守る 

・農業の惠みを受けることができる環境を守る 

自然と生活の豊かさの調和がとれたやすらぎの郷 

心地よい気候風土 

 

おだやかで豊かな自然環境 

 

人々の営みが培う地域の風土 

美しい眺め 

手入れが行き届いた環境 

地域に伝わる歴史文化 

農の恵み 

元気で仲の良い住民 

自然 

伝統 

住民 

多くの生き物に出会える環境 

農業 

土地規制の効果 

生活を便利にする環境が不足 

道路や交通，冬の安全確保対策 

道路が危ない
 

地域コミュニティの再構築が必要 

道路と交通 

バスが不便
 

利便性 

地域内の対話不足
 

生活者のモラル
 

除雪体制が不十分
 

農業と工業，住宅が混じり合う地域 

バランスのとれた開発整備が必要 
都市計画 

地域社会 
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（３）まちづくりの目標と基本方針 

①目標 

『自然と生活の豊かさが 

     調和したやすらぎの郷』 
  

②基本方針 

ⅰ）自然環境と利便性が調和したまちづくり 

乙部地域は，気候に恵まれ，おいしい空気と美しい景観に包まれた住み心地のよ

い地域です。一方で日常生活の面では，バスや買い物の利便性，道路などに課題が

あります。 

より豊かな生活環境をつくるため，日常生活を支える道路整備など公共施設の充

実を図るとともに，バス交通の運行などを工夫して，みんなが活用できるよう利便

性の向上を図ります。 

また，懐かしいふるさとの自然が息づくやすらぎのある郷をめざし，ホタルをは

じめいろいろな生き物が育つ環境を守り続けていくとともに，北上川，周辺の山々，

田園風景，りんご園などの自然環境と調和したまちづくりを図ります。 

 

ⅱ）周辺地域の核となるまちづくり 

本地域は，手代森，黒川及び大ヶ生など周辺地域の中心的な役割を担っています。

これからも，各地区との交流連携を深めるとともに，既存の施設を活用しながら，

地域の核としてのまちづくりを進めます。 

また，周辺地域を含めて郷土の歴史資源や自然環境を再発見する活動を進めなが

ら，これらの資源を活かした地域めぐりのルートを形成するなど，活力のあるまち

づくりを図ります。 

 

ⅲ）コミュニティを育て安心して暮らせるまちづくり 

本地域は，長く続いてきた農村地域に近年の都市化によって新たな住宅地等が形

成されてきたところです。 

農業地帯の生産環境を保全しながら，商工業や住宅地としての利用を計画的に進

め調和のとれた土地利用をめざします。また，地域を代表するりんごを中心とした

地域の祭りや自治活動を活発に行うなどして，地域内住民のふれあい交流を深め，

コミュニティの醸成を図ります。 

さらに，今後の高齢化に対応し，高齢者に配慮した施設整備やまちづくりを進め

ながら，安心して暮らせる住環境をつくります。 
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まちづくりの方針マップ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
乙部ワークショップの様子 
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12)飯岡・湯沢地域 
 

 飯岡・湯沢地域では，平成 14年 11月にワークショップを行い，市民アンケート 

調査等とあわせて地域別構想を策定しました。 

 

（１）地域の現況 

①地域データ 

ⅰ）横ばいとなった人口・世帯数（人口・世帯） 

飯岡・湯沢地域における人口と世帯数は，これまでの増加から横ばいに転じまし

た。 

人口・世帯数の推移（20年間）　資料：都市計画基礎調査
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ⅱ）年齢構成の若い地域 

飯岡・湯沢地域の年少人口の割合は全市に比べて高く，また老齢人口は低いこと

から，年齢構成の若い地域となっています。 

年齢階層別構成　資料：H18都市計画基礎調査
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年齢階層の推移　資料：都市計画基礎調査
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ⅲ）田園と商業用地が特色となる土地利用（土地利用） 

飯岡・湯沢地域の土地利用は，都市的土地利用と自然的土地利用の割合が同程度

となっており，全地域に比べ自然的土地利用が高くなっています。 

都市的土地利用においては，盛岡市中央卸売市場と岩手流通センター，及び盛岡

南インターチェンジがあり，商業用地と交通用地の割合が高くなっています。 

自然的土地利用については田の割合が高い地域ですが，西側の丘陵地では畑と果

樹園が広がり，田園と商業用地が地域の土地利用の特色となっています。 

 

地域の土地利用構成と全地域との比較　　資料：H18都市計画基礎調査
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ⅳ）工業と商業の集積が高い地域（産業） 

地域内の事業所数の全市におけるシェアは１％程，従業者数は２％程となってい

ます。 

製造品出荷額のシェアは７％程，商品販売額は６％程となっています。人口と世

帯数の占める割合に比べて製造品出荷額と商品販売額のシェアが高く，工業と商業

の集積が高い地域となっています。 

なお，産業関連指標の過去 5 年間の推移は，事業所数が横ばい，従業者数が減少

傾向ですが，製造品出荷額と商品販売額が増加傾向にあります。 

 

H18/13
事業所数 159 事業所 98.8%
従業者数 2,440 人 93.8%
製造品出荷額 18,117 百万円 178.4%
商品販売額 83,303 百万円 130.4%
（参考　平成17年国勢調査）
人口 5,401 人
世帯数 1,628 世帯

資料：H18都市計画基礎調査
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産業関連指標と対全市シェア
対全市シェア飯岡・湯沢地域
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②市民意見 

ⅰ）地域の好きなところ 

飯岡・湯沢地域の方が考える地域の良いところをワークショップ，アンケート調

査等の結果からまとめると次のとおりとなります。 

 

１班 
１班 ○周辺の農地や里山の緑のおかげで空気がよい 

○中央公園，桜の並木，公園通りがきれい 

○きちんと整備された住宅地で落ち着きがある 

○つどいの森や温泉が近くにある 

○昔ながらの農村景観，伝統が残っている 

○連帯感が強く隣近所の付き合いも深い 

○子どもたちがはっきりとあいさつをする 

２班 ○空気がうまい 

○春秋の公園の美しさ，散歩が楽しい 

○静かな住環境で小さな子供が安心して遊べる 

○休養ができリフレッシュできる 

○田園の風景，垣根，屋敷，林の景観が良い 

○近所つきあいが良い 

○町内会活動が活発 

自然に恵まれた地域の絆が強い住み心地のよいまち 

地域住民の強い絆 

⚫自治会 

⚫青年会，壮年会，婦人会，老人クラブ 

⚫各種サークル活動 

⚫三世代交流（茶話会） 

ふれあう 

地域を包む美しいみどり 

⚫空気がうまい 

⚫身近にキノコ，山菜が採れる 

⚫釣りができる 

⚫ホタルの里（三沢川） 
安らぐ 

自然の恵み 

⚫集落ごとの連帯感が強い 

⚫隣近所の付き合いも深い 

⚫小学生が朝夕にはっきりとあいさつ 

 

コミュニティ活動が活発 

住む人の心の通い合い 

なつかしさが感じられる風土 

伝える 

⚫縄文時代からの定住の地 

⚫湯沢森，雀神社 

地域の遺産 

⚫昔ながらの農村景観 

（垣根，屋敷，林） 

⚫産直の新鮮な野菜・花 

農村の良さ 

住み心地の良い生活環境 

⚫中央公園，公園通り 

⚫閑静な住環境 

⚫小さな子供が安心して遊べる 

⚫区画整理が良くできている 

住まう 

暮らしやすい住環境 

リフレッシュできる環境 

⚫散歩が楽しい 

⚫つどいの森や温泉が近くにある 

広域流通業務地 

はたらく 

⚫流通センター 

⚫盛岡南インター 

⚫新市場 

 

高い流通業務機能 
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ⅱ）地域の課題 

飯岡・湯沢地域の方が考える地域の課題をワークショップ，アンケート調査等の

結果からまとめると次のとおりとなります。 

 

１班 
１班 ○道路が危険，除雪が遅い 

○バスが不便 

○川がコンクリートで固められ水に親しめない 

○生活利便施設が不足している 

○コミュニティ施設が必要 

○住民のマナーにも問題がある 

２班 

暮らしの利便性を高め，住民みんなで活気と連携のあるまちづくり 

道路や交通には不便で危険なところもある 

道路の危険箇所
 

暮らしのなかで不便が多い 

田園地域 

⚫金融機関，郵便局，医療機関，商店がない 

⚫公民館，集会施設がない 

⚫幼稚園，小学校がない 

⚫既存の施設でも活用が必要なものもある 

住宅団地 

良好な環境や景観が損なわれてきている 

○バスが不便 

○金融機関，郵便局，医療機関，商店がない 

○河川改修で自然が失われた 

○集会施設がない 

○グラウンドや空き地が活用されていない 

○農業と住環境との調和が難しい 

⚫トラックなどの車の騒音 

⚫人工的な構造物が地域の風景とあわない 

⚫河川改修でかつての自然が失われている 

⚫一方で，危険な水辺がある 

⚫農免道路に歩道がない 

⚫つどいの森へ行く十字路が危険 

⚫夜道が暗くて危険 

⚫流通センターと湯沢団地の間 

 （市街化調整区域の見直し，新しい道路の整備） 

⚫バスが不便 

⚫時間通りに来ない，料金が高い 

⚫中心部へのアクセスが不便 

 

交通の問題点
 

住民と地域の連携 

⚫違法駐車や車の騒音を出さないように 

⚫犬のフン，ゴミ出し，落書きなどにも注意 

住民のマナーの問題
 

地域コミュニティの維持
 

⚫人口が高齢化し，活気がなくなってきている 

⚫地域住民の交流が必要 

⚫隣接する矢巾町との連携が不十分 

 

 

流通業務地 

⚫坂道が多くて危ない，とくに冬季間 

⚫補修されていないところがある 

新たな都市整備
 

地域社会 
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地域の資源・課題マップ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩手 
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（２）まちづくりの方向性 

ワークショップ，アンケート調査等の結果から，飯岡・湯沢地域のまちづくりの方

向性は次のようにまとめられます。 

 

 

自然に恵まれた地域の絆の強い 

住み心地のよいまち 

住み心地の良い生
活環境 

地域住民の強い絆 

伝える 

自然の恵み 

コミュニティ
活動が活発 

地域の遺産 

住む人の心の
通い合い 

暮らしやすい住環境 

リフレッシュでき
る環境 

農村の良さ 

現状特性 課 題 

現状と課題 

なつかしさが感
じられる風土 

安らぐ 

地域を包む美し
いみどり 

住まう ふれあう 

まちづくりの方向性 

広がる田園・交流の輪・活気ある流通業務，みんな元気で楽しく暮らせるまち 

利便性 

安心 

周辺との調和 

拠点 

連携 

☆ 住民の快適な暮らしを支える利便性の高いまちづくり 

・バスをもっと利用しやすくする 

・生活利便施設の立地をはたらきかける 

☆ 安心して暮らすことができるまちづくり 

・道路の危険箇所を解消する（冬でも安心できる道） 

・防犯灯の設置など，防犯活動を展開する 

☆ 自然・農村の良さを生かし住環境との調和をはかる 

・豊かな自然や田園のなつかしい景観を守り育てる 

（屋敷林，ホタルの里など） 

・農業や食糧を理解し大切にするための活動を広げる 

☆ 地域・住民の連携を図るコミュニティの核をつくる 

・小ホール，会議室，図書室，体育館，調理室のあるセンター施設 

・管理者，指導者がいて気軽に使える場にする 

☆ 住民みんなの参加で連携の地域活動を広げる 

・ふるさとに対する共通意識を育てる 

・地域間，世代間の交流活動を伸ばす（地域の遺産を生かすなど） 

・知り合う，支え合うことにより地域の枠を越えた連携 

暮らしの利便性を高め，住民みんな

で活気と連携のあるまちづくり 

道路の危険箇所
 

暮らしのなかで
不便が多い 

道路や交通には不便で
危険なところもある 

地域社会 

新たな都市整備 

交通の問題点
 

住民のマナーの問題 

地域コミュニティの維持 

田園地域 

広域流通業務機能 

住宅団地 

良好な環境や景観が
損なわれてきている 

流通業務地 

住民と地 

域の連携 
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（３）まちづくりの目標と基本方針 

①目標 

『広がる田園・交流の輪・活気ある流通業務 

みんな元気で楽しく暮らせるまち』 
 ②基本方針 

ⅰ）緑豊かな自然と田園地域の良さを生かしたまちづくり 

飯岡・湯沢地域は，南昌山へと連なる山々のすそ野に広がる田園地帯にあり，縄

文の古くから人々が生活していた自然豊かな住みやすい環境を備えています。 

里山の緑は，四季折々の景観を織り成すとともに，山菜やきのこ採り，魚釣りな

どの自然の恵みによる楽しい生活を生み出し，また，水田やりんごなどの果樹園が

広がる風景は，なつかしさと安らぎをもたらしています。これらの緑と田園地帯に

守られるように，閑静な住宅地としての湯沢団地と広域的な流通拠点機能を有する

盛岡南インターチェンジ，盛岡市中央卸売市場，岩手流通センターが立地していま

す。今後ともこのような豊かな自然と屋敷林やホタルの里などのなつかしい環境を

守り育て，田園地域としての良さを生かしながら，住宅地や流通業務機能と調和し

たまちづくりをめざします。 

 

ⅱ）住民が安心して暮らせる便利で快適なまちづくり 

湯沢団地は，道路や公園，街路樹などが計画的に整備され閑静な住宅地となって

いますが，身近なお店や通勤・通学でのバスの便，公園の池や道路の危険な箇所の

解消など利便性や安全性の向上が求められています。また，田園地域では，夜道の

危険性や河川改修によりかつての自然が失われていることなどが指摘されています。 

このため湯沢団地では，道路の改修や防犯灯の設置などを進めるとともに，公園

の活用方法なども考え，みんなで安心して暮らせるまちづくりを進めます。また，

田園地域でも危険な箇所の解消に努めるとともに，田園風景に調和した道路や河川

の整備を進めます。 

バス交通については，地域と市街地を結ぶ足として，高齢者や高校生の視点もふ

まえながら利便性の向上に努めます。 

公共施設や医療福祉施設，日常の生活に密着したサービス施設については，他地

域への移動が困難なお年寄りのことも考え，土地利用や活用などについてみんなで

考えていきます。 

 

ⅲ）連携と交流の輪をひろげるみんなのまちづくり 

湯沢団地では，通勤や銀行等の利用など岩手流通センターと日常的なつながりを

持っています。また，周辺の農家とは産直による新鮮な農産物の提供や雀神社のお

祭りを通し交流が図られていますが，さらなる理解と交流が求められています。一

方，団地内の住民間では茶話会などを通じ，お年寄りと中学生の交流が活発に図ら

れています。これら各地域や世代間の連携を強めることにより，地域全体の活気と

潤いのあるまちづくりをめざし，子どもたちをはじめ地域のみんなが，わが故郷に

対する誇りと愛着を深めていくよう，さらに交流の輪をひろげていきます。 

また，これらの活動の拠点として核となる施設づくりをめざすとともに，湯沢団

地と岩手流通センターの有機的な結びつきを強めるための道路整備等について検

討していきます。 
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まちづくりの方針マップ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飯岡・湯沢ワークショップ様子 

岩手 
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13)つなぎ地域 
 

つなぎ地域では，平成 17年 10月にワークショップを行い，市民アンケート調査等 

とあわせて地域別構想を策定しました。 

 

（１）地域の現状 

①地域データ 

ⅰ）減少する人口，横ばいの世帯数（人口・世帯） 

つなぎ地域における人口は減少，世帯数は増加から横ばいの傾向にあります。 

人口・世帯数の推移（20年間）　資料：都市計画基礎調査
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ⅱ）少子高齢化の進んだ地域 

つなぎ地域の年少人口の割合は全市に比べて低く，また老齢人口は高いことから

少子高齢化が進んだ地域となっています。 

年齢階層別構成　資料：H18都市計画基礎調査

8.9%
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62.5%

67.0%

28.6%

18.9%
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つなぎ地域

全　市

0～14歳 15～64歳 65歳以上

 

年齢階層の推移　資料：都市計画基礎調査
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ⅲ）豊かな自然環境と商業的な土地利用（土地利用） 

つなぎ地域の土地利用は，都市的土地利用に比べ自然的土地利用の割合が高くな

っています。都市的土地利用においては，盛岡手づくり村やつなぎ温泉など商業用

地の割合が高く，自然的土地利用については田と山林の割合が高くなっており，御

所湖を取り巻く自然環境の豊かさと，商業的な土地利用が地域の特色となっていま

す。 

地域の土地利用構成と全地域との比較　　資料：H18都市計画基礎調査
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ⅳ）就業が進んだ地域（産業） 

地域内の事業所数と従業者数の全市におけるシェアは１％程で，人口と世帯数の

占める割合に比べて高くなっています。製造品出荷額と商品販売額については１％

未満となっています。本地域は，工業や商業についての産業集積が低い地域となっ

ていますが，本市の観光については拠点的な地域となっています。 

なお，産業関連指標の過去 5 年間の推移は，いずれも減少しています。 

 

H18/13
事業所数 92 事業所 87.6%
従業者数 1,362 人 94.3%
製造品出荷額 270 百万円 59.0%
商品販売額 997 百万円 62.2%
（参考　平成17年国勢調査）
人口 1,101 人
世帯数 435 世帯

資料：H18都市計画基礎調査
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②市民意見 

ⅰ）地区の好きなところ 

つなぎ地区の方が考える地区の良いところをアンケート調査，ワークショップの

結果からまとめると次のとおりになります。 

2 班 

3 班  

4 班                   

●御所湖と岩手山がつくる景観 

●四季の変化を楽しめる景観がある 

●温泉の町としての歴史がある 

●観光地で県内外のお客さんが訪れる 

●地域の団結力があり，人間関係が良い 

●安全に暮らせる地域性 

●スポーツ活動が活発な地域 

 

●神社や遺跡など地域に歴史と伝統 

がある 

●コスモス街道の花がきれい 

●御所湖の湖面に映る景色が美しい 

●人情味に厚い人柄 

●安らげる公園がたくさんある 

●車が少なく静かな街並み 

1 班 

●御所湖など自然や緑が多い 

●藤倉神社の湧き水が美味しい 

●かじかや蛍，フクロウなど多様な生態 

●つなぎのシンボル「シオンの像」 

●地域の人の顔をおおよそ知っている 

●奥座敷のたたずまいを残す地域 

●のどかな街並み 

●病院前の桜並木や桜園が美しい 

●病院が近くにあり安心 

●地域の新名物の創出に意欲的 

（つなぎ駒，グルージャ盛岡） 

●神社のお祭りを地域が大切にして 

いる 

●夏の花火大会で賑わいがある 

身近な自然と温泉のように温かい人々が集うまち 

 
身近な自然環境と温泉のまち 歴史と伝統に育まれたまち 

歴史と伝統 

●岩手山，箱ヶ森などの山並み 

●自然と御所湖が織り成す四季の景観 

● 美しい花々（コスモス，カキツバタなど） 

● 安らぎのある公園 

●多様な生物が住める自然環境 

●桜園と桜並木 

●尾入野湿性植物園 

●地域の重要な基幹産業 

●小岩井農場・手づくり村などの観光資源が 

豊富 

●様々なひととの触れ合い 

●温泉に毎日でも入れて，リフレッシュ 

●温泉地で働ける誇りがある 

地域の資源 生活環境 

生活に便利で温かいまち  

●神社（藤倉神社，温泉神社，白髭神社） 

●藤倉神社の湧水 

●つなぎ石 

●奥座敷を彷彿とさせる街並み 

 

 

 

●藩政時代からの歴史が息づいている 

●城下町らしさが残る街並みと旧町名 

（大慈寺町、鉈屋町、紺屋町） 

●古き良き歴史・伝統が残っている 

●自然を体感できる広場，公園が多くある 

●医療施設が近くにあり安心 

●安全で安心して暮らせる地域性 

●地域の新名物創出に意欲的 

●幹線道路が近く，交通の便がよい 

●子供からお年寄りまでみんなが知り合い 

●地域が団結して行事に取組んでいる 

●スポーツ振興が盛んである 

豊かな自然と景観 

温 泉 地 
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ⅱ）地区の課題   

   つなぎ地域の方が考える地域の課題をアンケート調査，ワークショップの結果から

まとめると次のとおりとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

地域が一体となって住環境の整備と温泉街の活性化に取り組むまち 

●歩道の無い道路で子供たちの通行が心配 

●冬に怖くなる道路の対策を 

●可住地が少ない 

● 急傾斜地の災害が不安 

● バスの便利性の向上を 

環境整備 

●夜歩くのが怖い道路 

●樹木による湖畔の景観阻害 

● カラス公害の対策 

●高齢者用施設の充実 
●  

 

●温泉観光客の減少 

●御所湖広域公園施設の老朽化 

●地域の観光 PR 不足 

●案内看板が少なく分り難いのでは 

●連泊してもらうために，温泉だけに頼らない 

 魅力がほしい 

●コスモスロードの維持管理を 

 

 

 

つなぎ温泉の低迷  

住民間交流の不足 

地域の活性化 
●観光客のゴミ捨て対策 

●観光施設の老朽化 

● 御所湖周辺の自然環境の整備を 

 
住民のコミュニケーション不足 

●地域の伝統が薄れてきている 
●少子高齢化の進行 

● 異世代間の交流不足 

● 小中学校の建替え問題 

コミュニティ 

●温泉街が寂れてきている 

●コスモス街道の維持管理が不十分 

●お土産屋が無く，観光客がまちに来ない 

●高齢化の進行が急である 

●世代間の交流が少ない 

●御所湖広域公園の整備を 

●歩道の無い道路は危険 

●御所湖の水質が悪くなっている 

●立木が邪魔で桜園から湖が見えない 

●商店が少なく，日常の買い物が不便 

●観光 PR が少ない 

●案内標識が少なく，道に迷う 

●公共トイレの充実で観光客の行動範

囲の拡大を 

●市街化調整区域で宅地がつくれない 

●公園施設が老朽化し観光客が減少 

●温泉観光客が減少し，地域の活況が 

低下している 

●湖畔の長く伸びた樹木で景観が悪く 

なっている 

●家を建てる宅地が無い 

●地域の人口が減少している 

●バスの本数が少ない 

●つなぎ温泉の案内看板の改良 

●藤倉神社の水汲み場が暗い 

●カラスの大群が不気味 

●湿性植物園が暗く，怖い 

●冬に凍って怖くなる危険な道路 

●少子化が進み，団体競技ができない 

●尾入野地区に公的施設を誘致し， 

 地域の活性化を 

生活環境の問題 

観光施設の整備 

住環境整備の促進 

4 班                   
2 班 

1 班 3 班  
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地域の資源・課題マップ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

七ツ森 
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（２）まちづくりの方向性 

ワークショップ，アンケート調査等の結果から，つなぎ地域におけるまちづくりの

方向性は次のようにまとめられます。 

 

 現状と課題 

課 題 現状特性 

身近な自然と温泉のように温かい 

ひとが集うまち 

つなぎ温泉の低迷 

 

住民のコミュニケーション不足 

生活環境の問題 

地域の活性化 

環境整備 

地域が一体となって住環境の改善と 

温泉街の活性化に取り組むまち 

身近な自然と景観 

生活に便利で温かいまち 

身近な自然環境と温泉のまち 

生活環境 

温  泉  地  

地域の資源 

観光施設の整備 

コミュニティ 

歴史と伝統に育まれたまち 

歴史と伝統 

住環境整備の促進 

住環境の改善 

地域資源の活用 

温泉街の活性化 

☆ 元気な温泉街に 

・誘導案内板や観光案内板の増設で観光地としてＰＲの強化 
 ・他地域とのアクセス性の向上と周辺観光施設との連携 
・観光施設の整備や手つなぎ広場の活用などで地域の魅力づくり 

・気軽に入れる温泉施設やお土産店の設置で魅力ある温泉街のイメージづくり 
 ・温泉でリフレッシュ！地域住民と連携した元気な温泉街づくり 

☆ 豊かな自然環境の保全と活用 

 ・岩手山や御所湖など地域の宝である景観の保全 
 ・花や緑の似合う御所湖の環境の維持管理と子供たちへの伝承 
 ・周辺環境を活かしたスポーツの振興やイベントの開催 

 ・美味しい水と豊かな環境のアピール！ 
 ・地域が一体となって行う花いっぱい運動の実施 

☆ 利便性の高い生活環境の拡充 

 ・子供から高齢者までみんなに優しい安全安心なまちづくり 
 ・怖いと感じる道路の解消（暗い，狭い，急カーブ，段差などの解消） 
 ・急傾斜地対策 

 ・ゴミのないきれいなまちづくり 
 ・住宅地の確保と「癒しの里」のイメージづくり 

湯・湖・花・緑・スポーツ みんなで「つなぐ」温かなまち 

まちづくりの方向性 
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（３）まちづくりの目標と基本方針 

①目標 

『湯・湖
みず

・花・みどり・スポーツ 

みんなで つつななぐぐ 温
あった

かなまち』 

 

②基本方針 

ⅰ）温かい湯のまちの活性化 

つなぎ地域は，御所湖と周囲の山の豊かな緑に抱かれ，湖の波紋と四季折々に美

しい姿を見せる自然，そして湖畔に咲く花々が織り成す景観は，この地を訪れる

人々の旅情を誘う，とても大切な地域の宝物です。そして，本地域を代表するつな

ぎ温泉は，盛岡の奥座敷として長い歴史を誇り，その美しい景観と相まって癒しの

空間を醸し出しています。 

近年，景気の低迷による観光客の減少傾向や，地区住民の少子高齢化の進行な

どが原因で地域活力が低下していると言われておりますが，本地域へのアクセス

性を高め，小岩井農場や手づくり村などの周辺施設との連携を推進することによ

り，更なる魅力的な観光地の形成を図るとともに，豊かな自然環境の保全と積極

的な活用による観光施設の整備を進め，地域資源を活かした新たな特色づくりに

より，地域が一体となった元気で魅力ある温泉街の創出をめざします。 

 

 

ⅱ）みんなにやさしい温かいまち 

本地域は，史跡や各神社のお祭りなどの歴史と伝統があり，人々のつながりが強

く，安全安心な住環境を育む地域コミュニティが息づいています。また，御所湖を

拠点としたスポーツの振興が盛んな地域でもあります。 

周囲を急峻な山々に囲まれ，坂道が多く歩道のない道路もあることから，危険と

感じる道路の解消や急傾斜地対策により，自然災害に強いまちづくりをめざします。

また観光客や地域住民の高齢化を踏まえ，すべての人にやさしく，ゆっくりと地域

を歩き楽しめるまちづくりをめざし，バリアフリーやユニバーサルデザインに努め

ます。 

更に，活力ある地域の創出をめざして，美味しい清水が湧き出る豊かな環境のア

ピールや，次世代への歴史や伝統の継承，まちを彩る花いっぱい運動の実施など，

地域が一体となって行うまちづくり活動により，地域資源を活用した「癒しの地」

のブランド形成を図り，この地域全体が潤い，そしてこの地に住まうことの豊かさ

をすべての人が享受できるまちづくりをめざします。 
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まちづくりの方針マップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

七ツ森 

 

つなぎワークショップの様子 
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14）渋民地域 
 

渋民地域では，平成 18年７月にワークショップを行い，地域別構想を策定しました。 

 

（１）地域の現状 

①地域データ 

ⅰ）減少傾向の人口，増加傾向の世帯数（人口・世帯） 

渋民地域における人口は約 5,800 人，世帯数は約 1,800 世帯で，人口は横ばいか

らやや減少する傾向を示していますが，世帯数は緩やかに増加する傾向がみられま

す。 
 

人口・世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅱ）高齢化が進んだ地域 

渋民地域の年少人口の比率は全市とほぼ同じですが，老齢人口の比率は高く，高

齢化が進んだ地域となっています。 

地域の年齢階層別構成　資料：H17国勢調査
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ⅲ）国道沿いの市街地を中心に，多様な土地利用が進んだ地域（土地利用） 

渋民地域の土地利用は，自然的土地利用の割合が都市的土地利用よりも高くなっ

ています。 

自然的土地利用においては，田や畑などの農用地の広がりと，市街地の東部の山

林が地域の特徴となっています。 

都市的土地利用については，盛岡工業団地など工業用地の割合が高く，豊かな田

園が広がるなか，国道沿いの市街地を中心に，多様な土地利用が進んだ地域となっ

ています。 

地域の土地利用構成と全地域との比較　　資料：H18都市計画基礎調査
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ⅳ）工業集積が高い地域（産業） 

地域内の事業所数と商品販売額の全市におけるシェアは１％程で，従業者数は

２％程です。 

製造品出荷額のシェアは９％程で，商品販売額は１％未満となっており，人口と

世帯数の占める割合に比べ，特に工業集積が高い地域です。 

 

事業所数 121 事業所
従業者数 1,976 人
製造品出荷額 24,365 百万円
商品販売額 6,356 百万円
（参考　平成17年国勢調査）
人口 5,750 人
世帯数 1,946 世帯

資料：H12都市計画基礎調査
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②市民の意見 

渋民地域の資産及び課題について，地域の方々を中心にワークショップを行い，次

のようにまとめました。 

ⅰ）地域資産（魅力・宝） 

石川啄木の故郷として有名な渋民は，姫神山や北上川など美しい自然のもと，啄

木ゆかりの史跡や街道沿いに並ぶ寺社などの歴史的・文化的地域資産に恵まれた，

穏やかな人柄がにじむ平穏な地域であるといった意見が多く出されました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１班 

２班 

３班 

４班 

●岩手山と姫神山のきれいな眺め 

●白鳥が飛来する沼やホタルの小川 

●湧水でチョウザメ，ニジマスの養殖 

●味付けたまご，黒平豆，よせ豆腐 

●下田田植え踊り，さんさ盆踊り 

●啄木の故郷，啄木記念館，歌碑 

●明るく，人情味溢れる住民 

●ユートランド姫神，生出スキー場 

●クレソンが自生しカジカが住む水 

●美しい田園風景と環境学習の適地 

●旧渋民小学校や啄木記念館 

●愛宕神社と生命の森，宝徳寺と寺堤 

●人柄や景観が良い 

●縄文土器の出土，南部藩献上鮭取場 

●働く場所（盛岡工業団地）がある 

●盛岡に近く，交通の便が良い 

●山菜・きのこなど自然の恵み 

●挨拶ができる地域（人が良い） 

●黒毛和牛，黒平豆などの特産品 

●北上川と岩手山，姫神山の眺め 

●岩手山と姫神山，北上川の眺め 

●白鳥の飛来する沼，ホタルの乱舞する小川 

●美しい田園風景と環境学習の適地 

美しい自然と景観 

●山菜やきのこ採り，おいしい農産品 

●黒平豆（雁食豆），黒毛和牛， 

味付けたまご 

自然の恵みと特産品 

●明るく穏やかな住民 

●挨拶ができる地域（人が良い） 

●事件・事故が少ない安全なまち 

人情味溢れる安全なまち 

美しい自然に育まれ，人情味溢れる人々が暮らす石川啄木のふるさと 

 

良質で豊富な観光資源 

●農協の石蔵 

●南部藩献上鮭取場，縄文時代の土器 

●下田田植え踊り，さんさ盆踊り 

歴史と文化が残るまち 

●宝徳寺，寺堤，渋民尋常高等小学校 

●心のよりどころの愛宕神社と生命の森 

啄木の故郷 

●姫神ホール，図書館などの文教施設 

●商店街と玉山総合事務所 

●渋民運動公園，生出スキー場 

●温泉ユートランド姫神 

●盛岡市街地までのアクセスが良い 

利便性の高い地域 

●生出川の湧水地，豊富で美味しい水 

●クレソンの自生とカジカが住む 

●チョウザメやニジマスの養殖 

名水の里 

豊かな自然の恵み 

人情味溢れ便利で安全なまち 
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ⅱ）地域の課題 

渋民は玉山の中心市街地として発達してきたまちですが，現在の地域における課

題として，鉄道や道路といった交通施設，自然や建築物に対する景観対策，地場産

業と雇用の関係，地域資産と観光施策などに関する意見が出されました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●渋民駅は遠く中心部まで道路整備必要 

●商店街に歩道，啄木巡りに遊歩道必要 

●啄木とのふれあいの場が少ない 

●湧水地や史跡の場所が知られていない 

●産直施設など地産地消の場が少ない 

●観光資源として啄木の活用が不十分 

●案内看板やトイレなど観光地整備必要 

●道路・下水道など生活基盤整備 

●自然や景観と調和しない開発や建物 

●定住に必要な就労の場が地域にない 

●渋民ブランド育成には費用と組織必要 

●産業が少なく，子供も少ない 

●新駅整備には利用者と費用が必要 

●グリーンツーリズムの受入態勢の整備 

●観光ルート整備と史跡を結ぶ手段必要 

●啄木記念館中心の観光ルート整備 

●雇用の場として道の駅の整備 

●自然と触れ合う施設の不足 

●保育園は足りているが子供が少ない 

●道端の雑草やポイ捨てのゴミ 

１班 ３班 

２班 ４班 

地域の特性を活かし，安全で暮らしやすいまちづくり 

 

●駅の利用者が少なく賑わいにかける 

●中心部から遠く，坂道で道路整備不十分 

●新駅整備には利用者と費用が必要 

●道路・下水道など生活基盤整備 

●商店街に歩道が必要 

利便性・安全性の向上 

●啄木巡り観光ルートと遊歩道の整備 

●北上川に桜と碑の建立 

●史跡，名勝の場所が知られていない 

●観光資源として啄木の活用が不十分 

●案内看板，ガイドなど観光地整備必要 

●整備後の維持管理費が必要 

啄木と観光拠点整備 

●周辺環境と調和できない開発 

●派手な看板や建築物 

●利便性の追求や開発等で自然の減少懸念 

自然と景観の保全 

 

●冬場の除雪が不十分 

●道端の雑草やポイ捨てのゴミ 

●循環バス運行と利用者の確保 

●企業が少なく働ける場所が少ない 

 

●子育て環境が不十分 

●地域で子供を育てる環境の整備 

暮らしやすいまちづくり 

 

●スポーツ施設の整備 

●公園や安心して遊べる場所が少ない 

子供がはばたく場所 

 

●産直施設など地産地消の場が少ない 

●生産者や担い手はいるか 

●身近な店で買う気持ちを持つ 

●地域ブランド育成には費用と組織必要 

●グリーンツーリズムの受入態勢の整備 

地域の産業振興 

渋民ブランドの育成 

子育て環境の改善 

啄木の活用と自然の保全 生活環境の向上 
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地域資源・課題マップ 

 

 

 

 

渋民駅 

鶴飼橋 姫神ホール 

渋民公園 農協石蔵 

啄木記念館 

宝徳寺 

寺堤 

生命の森 
愛宕神社 

岩手山 

姫神山 

市街地 

盛岡工業団地 

生出湧水 

国道４号 

県道渋民川又線 

運動公園 

南部藩献上鮭取場 
岩の祠 

温泉施設 川崎展望地 

、 
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（２）まちづくりの方向性 

姫神山や岩手山に抱かれ，その間を流れる北上川に沿ってつくられた街道を中心に

発展してきた渋民地域では，自然景観や啄木ゆかりの史跡など地域資産を活かした地

域ブランドを育成し，住工農が調和した，より強い地域の絆を築いていこうという意

見が地域住民から出されました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１班 

２班 

３班 

４班 

●道の駅や新駅の整備 

●啄木にこだわった観光拠点づくり 

●渋民駅から公園記念館までの道路整備 

●松川の清流化と湧水地の整備 

●町並景観と豊かな自然の保全 

●啄木を活用した観光地としての整備 

●渋民ブランドとしての特産品の生産 

●新駅，道の駅の整備や道路・交通の改善 

●子供たちの元気な声が響くまち 

●高齢者が生き生きとしたまち 

●レジャー施設，宿泊施設，デパートの立地 

●渋民，啄木ブランドの創設 

●新駅と道の駅を結ぶ啄木ロードの整備 

●史跡や見どころのマップづくり 

●花が溢れ，ゴミが落ちていないきれいなまち 

●豊かな自然を残した賑やかなまち 

●身近な場所に就労の場があるまち 

●生活機能コンパクトに集約されたまち 

●循環バス運行など高齢者にも住みよいまち 

●日本一きれいなまち 

地域資産 課  題 

 

まちづくりの方向性 

魅力ある啄木のふるさと，地域特性を活かした賑わいのあるまちづくり 

利 便 性 

観光拠点整備 

渋民ブランド 

☆ 啄木のふるさととして魅力を高める 

・新駅と道の駅を結ぶ道路，啄木ゆかりの史跡を結ぶ歩いて楽しむまち 

・啄木が親しんだ風景を壊すことなく次世代に伝える 

・地元でボランティアガイドの育成 

☆ 利便性の高いまちづくり 

・新駅の設置により，中心市街地としてのアクセス性の向上 

・日常生活機能がコンパクトに集約されたまち 

 
☆ 地域特性を活かした賑わいのあるまちづくり 

・工業集積地として企業誘致による雇用の創出 

・渋民ブランドによる地場産業の振興 

・自然や景観と調和のとれた宅地開発 

 
☆ 安心して暮らせるまちづくり 

・道路の拡幅，歩道の整備 

・循環バスの運行などによる高齢者にやさしいまちづくり 

・子供がはばたける場所（公園・スポーツ施設）の整備 

 
☆ 地域コミュニティの活性化 

・伝統芸能の継承，自治会活動を通じた世代間交流の促進 

・地域での子育て，高齢者が生き生きと暮らせるまち 

 

良好な住環境 

地域の連携 
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（３）まちづくりの目標と基本方針 

①目標 

『詩情あふれる自然と詩人・歌人のつどう啄木の故郷』 
 

②基本方針 

 ⅰ）啄木の故郷として地域資産を活かした詩歌と観光のまちづくり 

石川啄木が“おもひでの山，おもひでの川”と詠い，心の拠りどころとしたふるさ

との風景が今も色濃く残る渋民地域は，北上川，生命の森，寺堤の史跡など，訪れた

人を詩の世界に誘い啄木と心通わせることができる，大切な地域の宝物が多く残って

います。こうした啄木のぬくもりを感じさせる資料を展示した石川啄木記念館やゆか

りの史跡，さらには豊かな自然や美しい景観といった地域資産をつなぐことにより，

魅力ある観光地の形成を図るとともに，観光案内板を始めとする観光施設の整備，地

元住民を育成することによるボランティア観光ガイドなど，地域が一体となった魅力

ある啄木の故郷の創出をめざします。 

また，東に姫神山，西に岩手山に抱かれながら流れる北上川に沿って南北に走る，

ＩＧＲ，国道４号，バイパスなどの動線上に新駅や道の駅を整備することにより，市

街地と有機的に結ぶ東西アクセスの軸を確保し，地域の利便性の向上と観光拠点とし

ての魅力を高めていきます。 

 

 ⅱ）豊かな自然と地域の特性を活かした人々が集うまちづくり 

渋民地域は，四季折々の美しい景観を織り成す，雄大な岩手山と優美な姫神山に抱

かれ，山菜やきのこ採り，おいしい湧水と空気に育まれた農産物など豊かな自然の恵

みを満喫することのできる地域です。この自然と農産品を活かしたグリーンツーリズ

ムの展開や，地域の黒平豆やそばなど農産品を活用した特産品開発による「渋民」の

地域ブランドの育成や，道の駅や産直施設等による地産地消の推進により産業振興を

図ります。さまざまな体験や交流を通じて来訪者がまた渋民に来たい，将来住みたい，

本当の故郷に帰ってきたと感じられる魅力あるまちづくりを進めます。 

また，渋民地域は工業集積地として製造品出荷額の占める割合が他に比べて高く，

この特性を活かした企業誘致による新たな雇用の創出や，盛岡への通勤圏としての立

地条件から住宅地の整備を充実させ，勤労者世帯の定住の促進を図るとともに，郷土

の宝である風景を壊すことなく次世代に伝えるため，自然や景観と調和したまちづく

りを進めます。 

 

  ⅲ）誰にでも優しく，安心して暮らせるまちづくり 

渋民地域は，商業施設が集約する地区中心商業地の形成を促進するとともに公共施

設などの整備が進められている地域ですが，駅や集落から遠い，狭い道路や歩道の未

整備，自然に囲まれているものの自然と触れ合う施設や子供がはばたく場としての公

園等の整備が必要といった意見があります。 

地域全体を活性化させ，地域住民の生活の利便性を向上するため，周辺の山並み眺

望などの景観に配慮しながら，適切な商業地の形成に努めるとともに，誰もが安心し

て暮らしやすい生活環境をつくるため，ユニバーサルデザイン化された道路をはじめ

とする公共施設の充実を図り，さらには田植え踊りなどの伝統芸能の継承や，自治会

活動などの世代間交流を通じた人々のふれあいにより地域コミュニティの活性化を

図り，お互いを支え合える結いのまちづくりをめざします。 
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まちづくりの方針マップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

渋民ワークショップの様子 

 

 

 

渋民駅 

鶴飼橋 姫神ホール 

渋民公園 農協石蔵 

啄木記念館 

宝徳寺 

寺堤 

生命の森 
愛宕神社 

岩手山 

姫神山 

市街地 

盛岡工業団地 

Ｉ

Ｇ

Ｒ 

国道４号 

運動公園 

川崎展望地 

図中の二点鎖線は渋民地域の中心地域を示します。 

、 
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15）好摩地域 
 

 好摩地域では，平成 18年 10月と 11月にワークショップを行い，地域別構想を 

策定しました。 

 

（１）地域の現状 

①地域データ 

ⅰ）大きな変化は見られない人口，世帯数（人口・世帯） 

好摩地域における人口は横ばいで推移していましたが，近年はやや減少する傾向

を示し，世帯数は緩やかに増加する傾向がみられます。 
 

人口・世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅱ）高齢化が進んだ地域 

好摩地域の年少人口の割合は全市とほぼ同じですが，老齢人口の割合は高く，高

齢化が進んだ地域となっています。 

地域の年齢階層別構成　資料：H17国勢調査
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好摩地域人口世帯数の推移

4500

4700

4900

5100

5300

5500

平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年

人

　

口

1200

1300

1400

1500

1600

1700

世

帯

数

人口
世帯数

（人） （世帯）

各年 3 月末日住民基本台帳人口 



 185 

ⅲ）駅を中心に広がる市街地と豊かな田園環境（土地利用） 

好摩地域の土地利用は，都市的土地利用と自然的土地利用の割合が全地域の平均

に近い状況にあります。 

都市的土地利用においては，駅を中心に市街地が広がり，また国道沿いに工場が

立地するなど，全地域に比べて住宅用地と工業用地の割合が高く，商業用地が低く

なっています。 

自然的土地利用については，山林の割合が低く，田と畑など農用地として利用さ

れている割合が高い地域であり，豊かな田園が広がるなか住宅団地との混在が見ら

れる地域です。 

 

地域の土地利用構成と全地域との比較　　資料：H18都市計画基礎調査
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ⅳ）工業集積が高い地域（産業） 

地域内の事業所数と従業者数の全市におけるシェアは１％程であり，人口と世帯

数の占める割合と概ね比例しています。 

製造品出荷額のシェアは５％程，商品販売額は１％未満となっており，人口と世

帯数の割合に比べ，特に工業集積が高い地域です。 

 

事業所数 204 事業所
従業者数 1,853 人
製造品出荷額 12,057 百万円
商品販売額 4,043 百万円
（参考　平成17年国勢調査）
人口 4,207 人
世帯数 1,493 世帯

資料：H18都市計画基礎調査
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②市民の意見 

ⅰ）地域資産（魅力・宝） 

かつての好摩ケ原に交通の結節点として発展してきた好摩の地域では，随所に見

られる古代の遺跡や歴史ある神社，神楽や奉納相撲など盛んな伝統芸能，周辺の山

並みや田園風景，郷土料理や地域特産品などが地域の宝として挙げられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１班 

３班 

２班 

４班 

●朝の岩手山と夕の姫神山の眺め 

●郷土芸能（松内神楽，狐踊り） 

●自然災害が少なく，好摩駅が交通至便 

●安心でおいしい農畜産物 

●地域で子供を育てる人のつながり 

●霧深き好摩の原，素晴らしい自然景観 

●釜崎遺跡，巻堀・駒形神社・森崎稲荷 

●好摩駅があり通勤に便利 

●100 店舗以上の駅前商店街 

●ホルモンと土俵がある 

 

●岩手山と姫神山と北上川の自然 

●稲荷山からの眺めと啄木歌碑 

●釜崎湧水と水がおいしい土地 

●巻堀神社の神楽，奉納相撲と祭り 

●人情味豊かで，人のつながりのある地域 

●岩手山と姫神山と田園景観の調和 

●夜更森からの眺望と歌碑 

●蛍の生息するきれいな水と白鳥飛来地 

●古い歴史のある神社や文化遺産が豊富 

●交通至便で病院・介護施設が充実 

５班 ●夜更森から眺める好摩と歌碑 

●跨線橋から眺める岩手山の夕焼け 

●白鳥飛来地とホタル，珍しい気動車 

●釜崎遺跡と巻堀神社の神楽，奉納相撲 

●駅前ふれあい市とホルモン料理 

歴史と文化が息づき，災害がなく安全で便利なまち 

 

●芋田蒼前神社，巻堀神社，森崎稲荷神社 

●奉納相撲の土俵，郷土芸能（神楽，狐踊り） 

●釜崎遺跡，田圃のなかの道祖神 

歴史と文化の息づくまち 

●水も空気も美味しい，山菜やきのこ採り 

●安全で美味しい農畜産物 

●白鳥の飛来や蛍の生息 

豊かな自然 

●岩手山と姫神山の景観 

●のどかな田園風景，霧深き好摩の原 

●夜更森からの姫神山と好摩市街地の眺望 

美しい景観 

●商店街が駅に近い，駅前ふれあい市 

●歩いて 10 分以内に 100 以上の商店 

買い物が便利 
●医療と介護福祉施設の充実 

●温泉施設がある 

●子供も高齢者もみんなで守る地域 

高齢者に安心 

●自然災害が少ない 

●結いの精神が残る近所づきあい 

●交通の便が良い，好摩駅があり通勤に便利 

暮らしやすい 

安全で便利なまち 
●花輪線の珍しい気動車（鉄道マニア） 

●交通の要衝（IGR，花輪線） 

●電車の音が素敵 

地域資産としての鉄道 

●そば，黒平豆，丸黒豆，豆腐 

●ホルモン鍋 

特産品と郷土料理 

地域資産 

豊かな自然と歴史の息づくまち 
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ⅱ）地域の課題 

好摩は駅を中心として町並が形成されている文化意識の高い地域ですが，駅周辺

のインフラ整備改善と駅利用者の減少，少子高齢化とそれに対応する施策不足，商

店街の魅力減少及び購買力低下などが地域における課題として挙げられました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１班 

３班 

５班 

２班 ●駅前は駐車場が不足し道路が狭い 

●商店街の店舗が減り，賑わいも減少 

●好摩駅北側の踏切の角度が悪く危険 

●歩道や街灯の整備が不十分 

●交通弱者の交通手段がない（循環バス） 

●本屋等の専門店と専門医療機関が不足 

●好摩の魅力を知らせる観光施策不充分 

●ゴミの分別がなされていない 

●人口が減り，活気が少なくなった 

●駅が古く，IGR の運賃が高い 

●下水道など都市基盤施設が不十分 

●信号機がなく一時停止しない車がある 

●少子高齢化と新しい世帯が増えない 

●地元で働く場所がない 

●子供の遊び場と母親の集う場所がない 

 

●駅の利用者減少と利活用が不充分 

●量販店と品揃えや価格で劣る 

●眺める自然はあるが触れる自然がない 

 

４班 ●商店街を利用しない住民が多い 

●雇用の機会が少ない 

●少子高齢化の進行と人口の減少 

●子供の遊び場が少ない 

●ゴミのポイ捨てと資源回収の不徹底 

●専門医療機関が不足している 

●高齢化が進み若者が少ない 

駅周辺整備と商店街の活性化，賑やかで心ふれあうまちづくり 

 

●観光案内図と各名所への案内板の設置 

●好摩地域の魅力の発信が必要 

観光施設整備 

●歩道や街灯の整備，信号の設置 

●冬道は危なく，排雪場所の確保が必要 

●交通弱者の足確保（循環バスの運行） 

●IGR の運行本数の増加と運賃を下げる 

道路・交通 

●下水道の整備が不足 

●独居高齢者世帯の雪かき 

●ゴミの減量化と分別の徹底 

●楽しく集まれる場所が少ない 

●専門医療機関が不足している 

生活環境 

生活環境の課題 

●駅東口，駅前駐車場，駅前広場の整備 

●駐車場がないため迎えの車で混雑 

●駅が古く使いにくく，利用者も減少 

●駅にロマンを感じなくなった 

●地域が東西に分断されている 

駅周辺 

●商店が減り，夜は暗いイメージ 

●土日の人通りや若者が少ない 

●好摩以外で買い物をする住民が多い 

●駅前商店街の整備と活性化 

商店街 

駅周辺整備と商店街の活性化 

少子高齢化 

●新しい世帯が増えない，就労の場が少ない 

●少子高齢化の進行 

●宅地開発化の構想がなく宅地が増えない 

人口の減少 

●子供が安心して遊べる場所がない 

●母親の集まる場所がない 

子育て 
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地域資源・課題マップ 

 

 

 
 

 

 

 

 

好摩駅 

好摩公民館 夜更森 

森崎稲荷神社 
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駒形神社 

商店街 

北

上

川 

土俵 

岩手山 

姫神山 

土俵 

巻堀神社 

土俵 

蛇沼 

釜崎遺跡 

 

森

崎

稲

荷 

巻堀中学校 

グラウンド 
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（２）まちづくりの方向性 

地域に誇りを持ち，安心して暮らせる住みよいまちづくりを実現するためには，駅

周辺整備とそれに連なる商店街の活性化，地域が持っている多くの地域資産等の有効

活用，住民交流を盛んにし信頼関係を高めるなど多くの意見が地域住民から出されま

した。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくりの方向性 

１班 

３班 

２班 

４班 

●明るく，子供たちの笑い声が聞こえるまち 

●子供からお年寄りまで憩えるまち 

●世代間交流があり郷土の文化を支えあう地域 

●降りたくなる駅前広場のある好摩駅 

●自然や景観が保たれたまち 

●景観を保全し，詩情豊かな景観マップの作成 

●地元商店の活用と産直施設による活性化 

●バスの利便性の向上と深夜の列車運行 

●好摩駅周辺の駐車場や道路などの整備 

●ホルモンを利用したまちおこし 

 

●好摩駅と駅前商店街の活性化 

●スポーツで大きな大会ができるまち（すもう） 

●自然を活かして遊べる施設の整備 

●福祉の充実した，癒しのまち 

●人の笑顔が絶えないまち 

ていないきれいなまち 

●住んでみたくなる自然を活かしたまちなみ 

●芸術文化の発掘と活性化（神楽） 

●花輪線を活かし，観光拠点としての好摩駅 

●草花の手入れを通じて住民が集う場所づくり 

●盛岡のベットタウンとして住民の増加 

ち 

５班 ●金曜市やホルモン祭りで賑やかな駅前 

●橋上駅による東西地区の交流を図る 

●地域の魅力を高め移住者をつのる 

●体験型農園による交流人口を増やす 

●ボランティア活動により地域のつながり復活 

地域資産 課  題 

 

好摩駅と商店街 

地域資産の活用 

自然を守り，地域資源を活用した賑わいのあるまちづくり 

地域の連携 

便利で 

 安心な暮らし 

自然・景観の保全 

☆ 便利で安心な道路と交通 

・歩道と街灯の整備，冬期の除雪と排雪場所の確保による安全性の確保 

・鉄道の運賃値下げと，運行本数と時間の見直しによる利便性の向上 

・バスの利便性の向上，循環バスの導入による交通弱者の足確保 

☆ 自然・景観と調和したまちづくり 

・自然や景観を活かし，住んでみたくなるまちなみづくり 

・交通の利便性や地域の魅力を高めベッドタウン化による定住人口の増加 

☆ 好摩駅のリフォームと賑わいのある商店街 

・好摩駅及び周辺整備により，好摩の玄関口としてふさわしい駅づくり 

・商店街の活性化により，明るく賑わいのあるまちづくり 

☆ 地域資産の活用による地域振興 

・黒平豆等の特産品や郷土料理の活用による地域の産業振興 

・地域資産を利用した交流人口の増加による賑わいづくり 

☆ 歴史と文化が息づく，人情豊かなまちづくり 

・神楽など郷土の文化を支えあう，世代間交流を大切にしたまちづくり 

・結いの精神が残る，互いに支えあえるつながりを大切にしたまちづくり 
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（３）まちづくりの目標と基本方針 

 ①目標 

『懐かしくも新しい独自の生活文化の薫るまち好摩』 
 ②基本方針 

ⅰ）好摩駅を中心とした商店街地区の利便性の向上と，地場産品の活用によるにぎわい 

あるまちづくり 

好摩は，東北本線と花輪線が分岐する広い構内のある鉄道の要衝の地として栄え

てきました。しかし時代とともにその役割は小さくなっていき，かつては夜行列車

や特急も停車していましたが，八戸新幹線の整備に伴い IGR いわて銀河鉄道の管轄

するローカルな駅となっています。駅前には当時の面影を留めた旅館を始めとする

商店街が軒を連ねていますが，乗降客の減少や量販店で買い物をする生活環境の変

化により，店舗の数が減り賑わいも失われつつあります。また，駅舎は古く，広い

構内は好摩地域を東西に二分しており，東西を結ぶ踏切は狭く危険，乗降客の送迎

車による駅前の混雑が課題となっています。 

周辺の優美な山並み眺望と調和の取れたまちなみを形成している好摩のまちは，

これら良いところを保全しながら，まちなかの活性化と利便性を高めるため，駅・

商店街周辺における道路整備，駐車場確保，駅東西の連絡通路の整備や駅舎の利活

用を促進します。また，黒平豆などの特産品やホルモン鍋などの郷土料理を活用し

た金曜市やイベントの開催，地域で地元の商店街や鉄道を利用する気持ちを育てる

ことにより，地域と駅・商店街が一体となって人々がつどい活気溢れる賑わいの拠

点としてのまちづくりを進めます。 

ⅱ）地域資産を連携し，身近な自然や景観の保全による誇れるまちづくり 

好摩地域は，奈良平安時代から人々が暮らした跡が残る釜崎遺跡や，森崎稲荷，

駒形神社，巻堀神社などの歴史・文化資産，石川啄木に“霧深き好摩の原の停車場

の”と詠まれた好摩のまちと優美な姫神山が一望できる夜更森，懐かしい面影を留

めた建築物やまちなみなどの景観資産，さらには白鳥が飛来する沼やホタルが生息

する小川などの自然資産により，歴史と文化・伝統が息づく，美しい自然と景観に

囲まれた住みやすい環境を備えています。これらの資産をつなぎ合わせることによ

り，魅力ある好摩を発信して交流人口を呼び込むと共に，地域の人々の大切な宝物

として再認識を促します。神楽や奉納相撲などの伝統芸能や，美しい景観や豊かな

自然を後世に継承するため，地域の宝物である資産を保全し調和のとれたまちづく

りを進めることにより，住民自身が自らの地域を誇れる魅力あるまちづくりをめざ

します。 

ⅲ）世代間交流や結のコミュニティによる安心して暮らせるまちづくり 

好摩は，身近に鉄道や商店街，病院や介護施設のある便利で安心な地域でありな

がら，奉納相撲など地域の祭礼や神楽・狐踊りなどの伝統芸能の継承を通じた世代

間交流や地域間交流が盛んで，地域で子供を育てる環境や老人を守る地域の連携が

形成されており，生活の原点に触れられる地域です。 

好摩地域をさらに便利で安心して暮らせるように，歩道や街灯，下水道などの都

市基盤の整備の促進や，医療機関，福祉施設の更なる充実を図り，より良い住環境

を整えることで地域の定住人口の増加に努めます。また，伝統芸能などにより培わ

れてきた地域の和をさらに広げるため地域の老若男女が集える伝統行事などの地域

活動を通じて，住民相互の助け合いによる信頼関係が保たれた，結いの精神による

コミュニティの形成を進めます。 
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まちづくりの方針マップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 好摩ワークショップの様子 

 

 

森

崎
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荷 

好摩駅 

好摩公民館 夜更森 

森崎稲荷神社 

巻堀中学校 

グラウンド 

好摩跨線橋 

駒形神社 

商店街 

北

上

川 

土俵 

岩手山 

姫神山 

土俵 

巻堀神社 

土俵 

蛇沼 

釜崎遺跡 

図中の二点鎖線は好摩地域の中心地域を示します。 


